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Abstract

   The prevalence ofAutism, Asperger's syndrome (AS) and High Functioning Autism (HFA) that are

                                         '

types ofPervasive Developmental Disorders (PDD) tend to increase among children. These children are

characteristics of deficits in social relationships, which limit them in finding social support and adapting

to personal relationships and social living environments. Furthermore, these deficits also may be factors

that lead to cumulative negative experiences and undesirable behaviors, which eventually contribute to

poor prognoses fbr psychological adjustment, including depression, suicide, paranoia and general social

maladjustment. Therefbre, the aim of this study was to improve several problems of children with

Autism, AS or HFA by using dogs in support environment.

   First, it was studied the effect of attaching dogs in support environment to improve the mental health

and social ski11s offive children with AS or HFA based on previous studied. In connecting with dogs, all

        '

the children indicated the improvement of communication with their mothers and supporters,

selfiesteem. Four out of five children showed improvement on The Child Behavior Check List (CBCL).

SecondlM it was surveyed the effect of using dogs in support to transport social skills that nine children

with AS, HEA or PDD improved from support environment to life environment with their mothers. All

                                                                '

the children improved in verbal communication and selfiesteem. Seven out of nine children showed

improvement on CBCL. Eight children showed improvement in their ability to participate in school.

FinallM it was examined the effect of using dogs in support environment to improve the mother-child

relationships and the mental health of mothers. Four out ofthe five mother-child relationships showed

                                        1



improvement on Parent-Child Relationship. Four ofthe five mothers improved their mental health.

   The findings of this study suggest that support with dogs is a suitable invention tool fbr children

with HF, AS or PDD and the mothers. Therefore, the support with dogs ofthis study is effective method

for children with HFA, AS or PDD and the mothers to solve several problems in life environment.

Keywords: children, high functioning autism, Asperger's syndrome, support with dogs
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緒論

　自閉症（Autism）は広汎性発達障害（Pervasive　Developmental　Disorder）の一型であり、3歳以前に

現れる発達の異常および障害の存在、そして相互的な社会関係、コミュニケーション、限局し

た反復的な行動の3つの領域すべてにみられる特徴的な型の機能の異常によって定義される

（Ka㎜eち1943）。　ICD－10（Intemational　Statistical　Classi∬cation　of　Diseases　and　Related　Health

Problems－10）によれば、広汎性発達障害の特徴は「相互的な社会的関係およびコミュニケーショ

ンのパターンの質的障害、および制限された常同的で反復的な興味と活動によって特徴づけら

れる障害群である（WHO，1992）。これらの質的な異常は、程度に差はあるとしても、あらゆる

状況においてその個人の機能に広汎にみられる特徴である。大部分の例では、発達は幼児期か

ら異常であり、わずかな例外はあるが、この状態は生後5年以内に明らかとなる。常にではな

いが、通常、ある程度の全体的な認知能力の障害があるが、障害は個人の精神年齢（遅れの有無

にかかわらず）からは偏った行動について定義されている（WHO，1992）。また、普通児に比べて、

自閉症児の大半は言語発達が遅れており、有意に発達速度が遅いことが明らかにされている

（Le　Couteur　et　a1，1989；Lord＆Rhea，1997）。その他に広汎性発達障害にはアスペルガー症候群

（Asperger’s　Syndrome）や高機能自閉症（High　Functioning　Autism）などがある。アスペルガー症候群

は疾病分類学上の妥当性がまだ不明な障害であり、関心と活動の範囲が限局的で常同的反復的

であるとともに、自閉症と同様のタイプの相互的な社会的関係の質的障害によって特徴づけら

れる。この障害は言語あるいは認知的発達に遅延や遅滞がみられない点で自閉症とは異なる
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（Aspergeら1944）。アスペルガー症候群の生涯経過はさまざまであり、月日の経過につれてスキ

ルを消失する例や青年期に停滞する例、さらには成人期においても持続して発達する例がみら

れる（Kanneら1971；Tantam，2000；Speny，2001）。高機能自閉症には国際的に定義された診断基準

があるわけではないが、DSM－IV（The　Diagnostic　and　Statistical　Manual　of　Mental　Disorders－IV）の

自閉性障害またはIcD－loの小児自閉症の診断基準を満たし、　IQ（Intelligence　Quotient）が65～70

以上という基準が最もよく用いられている（Kau丘nan，1979）。療育・治療論的には、従来からの

アスペルガー症候群と高機能自閉症への対応は変わらないとの見解では研究者は一致してい

る（Kunce＆Mesivou，1998）。

　自閉症およびアスペルガー症候群は相互的な社会関係の質的障害を持ち、思春期から青年期

にわたり、対人関係での問題やさまざまな不適応を起こすことがある。その結果、多くの者で

は心理社会的に不良な予後を持ち、二次的障害としてうっ病やパラノイア、全般的な社会的不

適切さがみられ、自殺にいたるケースもある（Gillberg　et　al，1987；Gillberg＆Gillberg，1989；

Gillberg，1989）。自閉症およびアスペルガー症候群の有病率は年々増加しており（Edc，2005）、早

急な対応が求められている。しかし、脳内の疾病原因は解明されておらず、現在は病的な問題

行動を標的症状として改善する薬物療法と学習理論を基礎として行動を変容する行動療法、能

力および適性に応じて自立を促す自立および生活支援の3手法が行われているがその効果は十

分ではない。その主な原因の1つとして上述した質的障害があげられる。治療や療育、支援に

おける援助者との関係構築は効果を大きく左右する要因となる。しかし、質的障害が援助者と
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の関係構築を阻害し、その効果を減少させている。さらに、幼少期から生活環境において質的

障害が対人および環境への適応を阻害することで否定的経験や問題行動の学習を促進させる。

そのため、自閉症およびアスペルガー症候群本来の質的障害に加え、生活環境での否定的経験

や問題行動が複雑に混在することで治療や療育、支援を困難なものとしている。現在までの研

究報告から今後も有病率の増加が推測され、心理社会的に不良な予後を抱える自閉症およびア

スペルガー症候群の子どもが増加していくと考えられる。そのため、援助者との関係を構築し、

不良な予後の効果的な抑制および改善を図ることは極めて重要な課題となる。

　アスペルガー症候群の子どもは自らの対人関係技能が未熟であり、社会に適応しにくいこと

を認識している。そのため自己評価が低下し、抑うつ状態に陥りやすい（Klin＆Vblkaら1995；

Klin　et　al，1995）。自己評価が子どもの社会的、情緒的発達の重要な側面の1つであることはす

でに科学的にも証明されており（Haneら1983；Riksen－Walraven，1978）、自己評価の改善は治療や

療育、支援における大きな課題となる。また、うつ病の対人間の本質を調査した経験的調査に

基づくメタ研究において抑うつ症状と否定的な感情は伝染性がある可能性が報告されており

（Joiner＆Katz，1999）、周囲の人間への精神的健康に影響を及ぼす可能性が考えられ、早期の抑

制および改善が必要である。生活技能の獲得あるいは改善は自閉症およびアスペルガー症候群

の社会適応に有効とされており（Ma㎡age＆Gordon，1995）、対人関係技能を含む生活技能の獲得

あるいは改善が自閉症およびアスペルガー症候群における不良な予後の効果的な抑制や改善

の一助になると考えられる。さらに、獲得あるいは改善された生活技能を生活環境へ円滑に移
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行させ、対人および環境に適応することで、生活環境での生活の質を高めることが可能となる。

　近年は、子ども本人や家族に対して「社会内」における心理社会的治療の試みが行われており

（Matthys，1997）、薬物療法と子どもの社会生活技能訓練、家族心理教育の3者による治療が再

発率を有意に低下させる（Hoga質y　et　al，1991）ことが明らかとなった。そのため、子どもと援助

者の2者間に子どもの家族を加えた3者間で治療や療育、支援を行うことで自閉症およびアス

ペルガー症候群の不良な予後や生活技能の改善が期待される。また、自閉症児、ダウン症児、

精神科外来を受診した子どもの3群に分けた母親の比較において、自閉症児の母親のストレス

が他の2群に比べて高いことが報告されており（Holroyd＆McArthuら1976）、3者間における治

療や療育、支援を行うためには生活環境での療育において重要な役割を担う家族の精神的健康

を支援する必要がある。

　そこで、自閉症およびアスペルガー症候群の子どもと援助者の2三間に「社会的媒体」を導入

し、早期の関係構築を図ることで治療や療育、支援で得られる効果を向上させ、「動機付け」を

用いた生活技能の獲得あるいは改善を図ることにより、上述した問題の解決が可能であると考

えられる。また、「社会的媒体」により、子どもと援助者のみならず子どもと家族、家族とi援助

者の関係を構築することで治療や療育、支援における環境と生活環境を連携し、獲得あるいは

改善された生活技能の生活環境への円滑な移行が可能になると考えられ、子どもの生活適応に

効果的な影響を与える。さらに、「動機付け」が家族に作用することで生活環境における子ども

の障害受容や理解、対処技能が向上すると考えられる。そのため、子ども・家族・援助者の3
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者間における「社会的媒介」と子どもの生活技能の獲得あるいは改善における「動機付け」の双

方の役割を担う媒介が必要である。

　動物は「社会的潤滑油」および「動機付け」の双方の役割があることが多くの研究で報告され

ている（Poresky＆Henddx，1990；Corson＆Corson，1987；Levinson，1978）。動物の存在が2人の人

間の社会的接触を促進させる現象は「社会的潤滑油」という言葉を用いて説明されており

（Mugfbrd＆M’Comisk払1975）、この効果は多くの研究者によって報告されている（Levinson，

1980；Messent，1983；Salomon，1981）。最も古い動物の導入は1796年にイギリスに設立されたヨ

ーク・リトリート（Bustad＆Hines，1984）や1867年にドイツ設立されたべ一テル（Bustad，1978）

にて動物が施設の大切な一部であることが報告されている。その後、動物の介在による効果の

研究は米国のYeshiva大学の臨床心理学者Boris　Levinsonがペットアニマルをコ・セラピストと

して位置づけ、入院または外来の情緒障害児に適応することにより始まった（Levinson，1962，

1964，1965，1970）。Levinsonの研究は引き継がれ、動物介在療法を体系的に評価する試みが行わ

れた（Corson　et　al，1975；Corson　et　al，1977）。動物介在療法やペットについては欧米では臨床機関

や研究機関で障害者、介在動物、援助者の相互関係に基づく3者の関わりの中で達成されると

の考えから障害者に対する臨床応用として研究が進められ、欧米において心理学のみならず、

獣医学、医学、教育学、犯罪学などさまざまな分野で興味深いテーマとして注目されている

（Anderson　et　al，1992；Friedmam　et　a1，1980；Rieger＆Tum鉱1999；Tumer＆Riegeろ2001）。動物が

人間に与える影響はさまざまな側面から調査されており、これを応用した動物の介在が精神お
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よび行動の障害に与える効果の研究が数多く報告されている。近年の研究では、臨床的多動、

出生前の薬物暴露、盲目で精神遅滞である4歳の女児に対する治療計画において強化因子とし

てイヌが導入された（Fraseら1991）。また、注意欠陥多墨磨を対象とした大規模；な

AAT（Anima1－Assisted　Therapy）プロジェクトがPhiladelphia　Devereux　Foundationで実施されてお

り（Golin＆W註lsh，1994）、うつ病や統合失調症、その他の精神疾患に対する乗馬療法では各事

例の詳細な効果が検討されている（Burgon，2003）。さらに、自閉症児に対するイルカセラピー

（Dolphin－Assisted　Therapy）の効果が報告されている（Smith，1987）。

　そこで、本研究では動物の「社会的潤滑油」および「動機付け」の役割に注目し、自閉症および

アスペルガー症候群の子どもとその家族に対する動物を用いた発達支援を行い、不良な予後の

抑制および改善と生活技能の獲得あるいは改善、それらの生活環境への円滑な移行を図った。

多くの介在動物の中でもイヌは人類が最も初期に家畜化した動物とされ、現在ではコンパニオ

ンアニマルとして人間社会に広く認知されている。また、社会性を持つといったイヌ本来の特

性は人と類似しており、トレーニングや犬種別の特性は自閉症およびアスペルガー症候群の多

岐にわたる問題の改善への対応が可能であると考えられる。さらに、イヌは他の介在動物と比

較して日常的な対応や観察が可能であり、飼育および衛生管理の側面において実践における汎

用性に優れていることが考えられ、一定レベルの知識と技術を習得することで多くの人が対応

することができる。

　そのため、本研究では自閉症およびアスペルガー症候群の子どもとその家族に対するイヌを
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用いた発達支援を行い、その効果を検討した。第1章では支援環境において自閉症またはアス

ペルガー症候群の子どもと援助者の2者間においてイヌと触れ合うことによる生活環境での精

神的健康の向上と生活技能の獲得あるいは改善を目的とし、その効果を心理尺度および行動観

察により検討した。第2章では自閉症またはアスペルガー症候群の子どもに生活環境での療育

において重要な役割を担う母親を加え、援助者との3者間においてイヌを介在した発達支援を

行い、子どもの生活技能の獲得あるいは改善とそれらの支援環境から生活環境への円滑な移行

を目的とし、その効果を心理尺度および行動観察により検討した。第3章では第2章で実施し

た母子に対するイヌを介在した発達支援で、家庭内における子どもと母親の2者間による子ど

もの問題への対応を想定し、自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親の2温血に

おける母子関係の向上と子どもに関連した問題により低下している精神的健康の向上に焦点

をあて、その効果を心理尺度により検討した。
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第1章　広汎性発達障害児に対するイヌを用いた発達支援の実践

第1節　緒論

　自閉症およびアスペルガー症候群は相互的な社会関係の質的障害を持つため思春期から青

年期において対人関係や生活環境において不適応を起こすことがある。Gillbergらによれば、

このような不適応から多くは心理社会的に不良な予後を持ち、二次的障害としてうつ病、パラ

ノイア、全般的な社会的不適切さ、さらには自殺に至るケースもある（Gillberg　et　al，1987；

Gillberg＆Gillberg，1989；Gillberg，1989）。その不良な予後の1っに否定的経験と問題行動の学習

がある。各子どもが生育環境において周囲の子どもと関係を構築する過程で、相互的な社会関

係の質的障害は大きな障害となり、コミュニケーションや集団行動の機会を減少させる。また、

この過程における失敗は否定的経験を学習する原因となる。さらに、不安や緊張、葛藤などの

自己感情を表出するための行動が周囲の人間の注目を集めることで、問題行動の学習を促進さ

せる。この否定的経験や問題行動が各成長過程において内在し、自己評価の低下に影響を与え

る。そのため、生活技能の獲得あるいは改善は否定的経験や問題行動を改善するとともに生活

環境における否定的経験および問題行動の学習過程を抑制し、生活の質を向上させると考えら

れる。しかし、生活技能の獲得あるいは改善において重要となる子どもと援助者の2字間の関

係構築が相互的な社会関係およびコミュニケーションの質的障害により阻害される。これは、

子どもと援助者の2者間における関係構築は治療および療育、支援における大きな課題である。

また、自閉症およびアスペルガー症候群の限局した反復的行動は生活技能の獲得あるいは改善
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の機会を減少させる要因の1つとなる。そのため、自閉症およびアスペルガー症候群に対する

効果的な支援を行うためには、子どもと援助者との関係構築と生活技能の効果的な獲得あるい

は改善が大きな必要となる。動物の「社会的潤滑油」および「動機付け」の作用は自閉症およびア

スペルガー症候群の問題の改善の一助となる可能性が考えられる。動物の「社会的潤滑油」の作

用はすでに多くの研究で報告されており、相互的な社会関係の質的障害を持つ自閉症およびア

スペルガー症候群と援助者の2者間の関係構築に作用すると考えられる。また、「動機付け」の

役割は生活技能の獲得あるいは改善に作用し、生活環境に類似した環境における獲得あるいは

改善が生活環境への般化を促進することが可能であると考えられる。

　イヌはコンパニオンアニマルとして、人間社会において広く認知されており、イヌを「社会

的潤滑油」および「動機付け」として介入による各子どもの示す不安や緊張は少ないと考えられ

る。社会性を持つといったイヌ本来の特性を各子どもが視覚的に認識することで生活技能の獲

得あるいは改善に影響を与えると考えられる。各子どものイヌへのアプローチに対するイヌの

受容的な反応はアプローチ方法が適切であったことを各子どもに視覚的に認識させることが

できる。また、犬種別の特性やトレーニングによる短期間での行動形成は自閉症およびアスペ

ルガー症候群の問題に対する柔軟な対応を可能とし、多岐にわたる問題の解決の一助になると

考えられる。さらに、他の介在動物と比較して日常的な対応や観察が可能であり、飼育および

衛生管理の側面で実践における汎用性は高く、継続的な支援が可能になると考えられる。

　そこで、第1章では過去の多くの研究報告に基づき、イヌを「社会的潤滑油」および「動機付
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け」として用い、支援環境で自閉症およびアスペルガー症候群の子どもと援助者の2者間がイ

ヌと触れ合うことによる精神的健康の向上と生活技能の獲得あるいは改善を図ることを目的

とし、その効果を心理尺度および行動観察により検討した。
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第2節　方法

2－1対囲者と介在動物

1）対象者

　対象者は社会福祉法人嬉泉「子どもの生活研究所」を経て、本人あるいは保護者がイヌを介在

した支援を希望した高機能自閉症2名とアスペルガー症候群3名に対して実施した。支援開始

時の対象者の年齢はll歳から16歳で平均年齢は13．4歳であった。各対象者の母親との事前の

面接により既往歴および生活歴を確認し、研究に対するインフォームドコンセントは対象者・

母親・障害者支援センターの責任者に対して十分に行った。対象者の詳細をTablel－1に示した。

Case　Age（years）　Gender Disorders IQ

－
■
∩
∠
つ
」
4
f
J

1
　
1
　
1
■
且
　
l
　l

Male　Asperger，s　Syndrome　　　　lOO

Male　Aspergeゼs　Syndrome　　　　lOO

Male　High　Functioning　Autism　　　96

Male　Asperger，s　Syndrome　　　　70

Male　High　Functioning　Autism　un㎞own

　　　　　　　　　　　Tablel－1　Characteristics　ofthe　participants

2）介在動物

　介在動物は麻布大学CAPC（Companion　Animal　Practice　Circle）にて飼育管理されているイヌ1

頭を用いた。イヌは支援開始前に獣医師により予防接種を受け、寄生虫感染検査において問題

が無いことが確認された。支援開始時のイヌの詳細をTablel－2に示した。
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arlely　　ex ge　ea「s alto　oy oor

Mix　fbmale 3 medium black

　　　　　　　　　　　　　Tablel－2　Characteristics　ofthe　dog

2．2　実験手順および調査方法

1）実験手順

i）支援の流れ

　本研究は麻布大学内の施設において各対象者に対して約6ヶ月の期間に12回行われた。各

対象者の実施期間をTablel－3に示した。精神科医・獣医師・心理士の監督の下で対象者は援助

者とともに30分から40分にわたりイヌとの相互交渉を行った。援助者は各対象者にイヌの扱

い方について説明を記述した用紙を配布し、説明を行った。イヌは対象者が安全にイヌと接す

ることが確認できるまで援助者の足元にリードで繋がれていた。対象者が安全にイヌと接する

ことが確認された後、援助者の監督の下でイはリードを装着した状態で施設内を自由に行動す

ることを可能にした。各対象者は常に援助者の許可を得れば、イヌと話す・撫でる・一緒に遊

ぶことが可能であった。
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Case Pa丘icipate　Te㎜s Participate　Times

1 January，2002－July，2002

January，2002－July，2002

January，2002－July，2002

January，2002－July，2002

January，2002－July，2002

2
∩
∠
2
2
【
∠

1
　
1
■
昌
　
l
　
l
　l

　　　　Tablel－3　Te㎜s＆times　that　each　child　pa託icipated　in　suppo質sesslons　with　dogs

i）プログラム

①イヌに対する基礎学習と支援環境への馴致

・介在したイヌの個体特性の理解

・基本トレーニング（座れ・お手・伏せ・待て・付け）の理解と実践

・援助者および支援環境の情報の公開

②イヌとの散歩およびイヌを介在した課題解決

・イヌへのリードの装着方法の学習

・大学構内でのイヌとの散歩

・散歩経路の作成と実践

・援助者に対するイヌの紹介

③イヌに対する自己感情の表現

・イヌに対する自己感情を絵や文章により描写
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④イヌを介在した複雑な課題解決

・課題の作成と実践

・イヌの飼育管理と給餌

⑤異なる環境下でのイヌを介在した課題解決

・大学近郊の公園へのイヌとの散歩

・基本トレーニングの実践

2）調査方法

i）心理尺度

　心理尺度は米国のThomas　Achenbachらのグループが開発した子どもの行動チェックリスト

（Child　Behavior　Check　List：CBCL）／4－18の日本語翻訳版（児童思春期精神保健研究会翻訳）を用い

た。これは4歳から18歳までの子供の行動問題について調査を行うチェックリストであり、

子供の問題をより正確に把握し、標準からの逸脱の程度を評価し、その変化を測定するのに特

に有用である。CBCLは8つの下位尺度（ひきこもり・身体的問題・不安／抑うつ・社会性の問

題・思考の問題・注意の問題・非行的行動・攻撃的行動）と2つの上位尺度（内向および外向）、

総得点から構成されている。それぞれの尺度得点は、年齢別群（4－10歳、11－18歳）・性別に

よりT得点に換算される。CBCLは本人用・親用・教師用の3種類があり、本研究では親用・

教師用の2種類を用いた。なお、教師用は学校側の了解がとられた対象者のみとした。T得点

の減少が問題の改善を示しており、下位尺度ではT得点は67点未満が正常域、67～70点が境
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界域、70点より高いものは臨床域を示す。上位尺度および総得点ではT得点が60点未満は正

常域、60～63点は境界域、63点より高いものは臨床域を示す。CBCLは各対象者の実施期間

の前後（事前調査：pretest　score・事後調査：pos廿est　score）に測定し、各尺度得点における変化を

測定した。

五）行動観察

　行動観察はイヌに対するアプローチ・援助者との相互交渉・対象者の行動・保護者との相互

交渉・セッションへの取り組みの5項目について行った。また、保護者との面接により生活環

境における問題の変化について調査を行った。
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第3節　結果

3－1CBChの数値変化

　親用のCBCLの結果はTable1－4に教師用のCBCLの結果はTablel－5に示した結果となった。

Tablel。4およびTable1－5に示された得点は事後調査の得点を示し、カッコ内の得点は事前調査

から事後調査における得点の増減を示している。カッコ内の得点の増加が改善を示している。

　症例1では親用のCBCLにおいて身体的訴えを除く下位尺度および上位尺度と総得点に改善

がみられた。教師用のCBCLでは親用と同様に身体的訴えを除く下位尺度および上位尺度と総

得点に改善がみられた。症例2では親用のCBCLにおいて思考の改善がみられた一方で、身体

的訴えおよび思考の問題を除く全ての下位尺度および上位尺度と総得点に得点の増加がみら

れた。教師用のCBCLにおいては思考の問題を除く全ての下位尺度および上位尺度と総得点に

おいて改善がみられた。症例3では親柱のCBCLにおいて非行的行動を除く全ての下位尺度に

おいて得点の増加がみられた。また、内向尺度と総得点において得点の増加がみられた。教師

用のCBCLにおいても同様に非行的行動を除く全ての下位尺度において得点の増加がみられ

た。また、上位尺度と総得点に得点の増加がみられた。症例4では親用のCBCLにおいて全て

の下位尺度および上位尺度と総得点に改善がみられた。症例5では親用のCBCLにおいてひき

こもり、社会性の問題、非行的行動、攻撃的行動において改善がみられた。一方で、身体的訴

え、不安／抑うつ、思考の問題で得点の増加がみられた。外向尺度と総得点では改善がみられ

たが、内向尺度では得点の増加がみられた。
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1 2 3 4 5

Withdrawn

Somatic Complaints

AnxiousDepressed

Social Problems

Thought Problems

Attention Problems

Delinquent Behavior

Aggressive Behavior

Internalizing

Externalizing

Total Scores

59 (7)

50 (O)

62 (4)

60 (8)

50 (28)

67 (8)

50 (5)

59 (6)

59 (6)

57 (7)

60 (10)

66 (-3)

50 (5)

60 (-5)

87 (-6)

50 (19)

66 (-5)

63 (-9)

60 (-8)

61 (-2)

61 (-8)

67 (-5)

73 (-14)

66 (-16)

72 (-12)

65 (-5)

70 (-14)

67 (-8)

50 (O)

51 (-1)

73 (-15)

51 (-4)

66 (-11)

63 (3)

62 (6)

62 (7)

65 (18)

73 (2)

67 (O)

55 (8)

60 (12)

64 (5)

60 (10)

65 (10)

68 (-2)

68 (O)

66 (3)

70 (13)

70 (5)

70 (-3)

63 (O)

59 (13)

70 (5)

69 (O)

60 (1 0)

Table1-4 Each Child's posttest T scores on the Child Behavior Check List (parent･-reports)

        (Scores) = (pretest T scores - posttest T scores)

1 2 3

  lt rawn

Somatic Complaints

AnxiousDepressed

Social Problems

Thought Problems

Attention Problems

Delinquent Behavior

Aggressive Behavior

Internalizing

Externalizing

Total Scores

50 (1)

58 (14)

58 (8)

50 (18)

55 (11)

50 (15)

58 (7)

58 (13)

57 (8)

56 (1 1)

63 (4)

72 (1 5)

70 (9)

70 (-20)

65 (2)

 68 (4)

 65 (4)

71 (8)

 66 (4)

 67 (9)

63 (-13)

70 (-7)

65 (-15)

70 (-6)

65 (-10)

 50 (O)

62 (-8)

70 (-9)

61 (-8)

64 (-8)

Table1-5 Each Child's posttest T scores on the Child Behavior Check List (teacher-reports)

        (Scores) = (pretest T scores - posttest T scores)

19



3．2行動観察における変化

1）イヌに対する接し方の変化

　5症例のうち2症例がイヌへの接触が困難であり、この2症例のうち1症例はイヌと同空間

に共存することを拒否していた。この2症例は過去にイヌに噛まれる、追われるなどの否定的

経験は持っていなかった。他の3症例は共通して援助者の指導により学習したイヌに対するコ

マンドおよび接触の反復といった機械的な関わりがみられた。また、イヌの反応への配慮が欠

如しており、対象者の自己欲求が優先された接触がみられた。特に3症例のうち1症例ではイ

ヌと同様に四肢による歩行での接触がみられた。また、全5症例に共通して各対象者が給餌や

持来トレーニングにおけるイヌの唾液の手への付着に嫌悪的な反応を示した。

　全5症例の対象者が支援期間中に自発的なイヌへの関わりがみられるようになった。特にイ

ヌと同空間に共存することを拒否していた1症例では同空間に共存して関わることが可能とな

った。四肢による歩行で関わろうとする行動がみられた1症例ではその行動が消失し、適切な

関わりが可能となった。5症例のうち4症例においてイヌに対する情緒的な関わりがみられ、

学習したコマンドの機械的な反復や抑圧的な言動が消失した。また、イヌの排尿や探索行動に

対する配慮がみられるようになった。5症例のうち1症例ではイヌへの支配的な言動がみられ、

各課題への集中の持続が困難であった。本症例ではイヌの唾液が手に付着することに嫌悪的な

反応を示していた。他の4症例においては唾液への嫌悪的な反応が消失した。
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2）対人における変化

　5症例のうち3症例は声量が小さく、受動的な言語コミュニケーションのみがみられた。ま

た、他の2症例では周囲の関係への配慮が欠如した一方的な自発的コミュニケーションがみら

れた。全5症例において視線の合致がみられず、多出性の行動または行動頻度の低さがみられ

た。5症例のうち2症例は表情による感情表出が乏しかった。1症例では日常および社会的環

境において不適切な行動（周囲に配慮のない冗談、イヌのフードを食べる、周囲の人間が共与す

る容器に直接口をつけて飲むなど）がみられた。

　全5症例の対象者において支援の過程で一方的な自発的コミュニケーションが減少し、4症

例が相手に配慮した自発的あるいは受動的コミュニケーションを行うことが可能となり、声量

が増加した。他の1症例においても自発的コミュニケーションがみられたが、徐々に減少する

とともに受動的コミュニケーションのみの頻度が増加した。また、全5症例が自己感情を明確

に伝達することが可能となり、表情による感情表出が増加し、周囲の人間との視線の合致がみ

られるようになった。5症例のうち2症例では生活環境における意欲の増加がみられた。さら

に、5症例のうち4症例において主動性の行動が消失し、日常および社会的環境における不適

切な行動の減少がみられた。1症例では自発的コミュニケーションおよび行動の増加がみられ

たが、周囲の人間に対する反抗的な態度や批判的なコミュニケーションが含まれた。
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第4節　考察

4－1CBCL，の数値変化

　各症例の機械的で配慮の欠如した接し方に対するイヌの忌避反応は、各症例の不適切な行動

がそれを引き起こす要因であることを視覚的に認識することができる。各対象者がイヌの忌避

反応を引き起こさないように行動することで、イヌの良好な反応を生み出し、達成感の獲得お

よび愛着の形成が得られる。忌避i反応による行動の改善はペットの飼育により社会的および情

緒的発達のみならず、認知的行動に影響を及ぼすという報告（Poresky＆Henddx，1988）に関連し

ていると考えられる。これによりイヌが「動機付け」として適切な行動の学習に作用すると考え

られる。また、対象者と援助者の2者間でイヌを介在した様々な経験や話題を共有することは、

関係の効果的な構築に作用したと考えられる。上述した2つの要因が複合して作用することで

CBCLの数値の改善に影響を与えたと考えられる。さらに、対人関係における円滑な感情表出

という生活技能の獲得あるいは改善がみられ、これは生活環境における対人および環境への適

応に有用である。これは対人関係の調整において有用な生活技能の1っであり、生活環境にお

ける自己役割の獲得に影響を与える。

　生活環境での問題による否定的経験の蓄積は自己評価の低下の要因となる。本支援での対人

関係における生活技能および達成感の獲得は自己評価の向上に作用し、CBCLの数値の改善に

作用したと考えられる。学校の教室で9ヶ月間ペットを飼育したところ、子どもの自己評価の

評価点数に有意な上昇がみられた（Bergesen，1989）ことからも、イヌとの関わりが自己評価の改
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善に影響を与えたことが考えられる。生体であるイヌの多様な行動様式は各症例に新規刺激と

して作用する。各症例がこの新規刺激に対処することにより、生活環境での対処技能の向上に

影響を与え、CBCLの数値の改善に作用したと考えられる。

　しかし、一方で5症例のうち1症例にCBCLの得点の増加がみられた。また、改善がみられ

た4症例のうち1症例の親用のCBCLに得点の増加がみられた。この2症例は児童期から思春

期への移行期であり、これが得点の増加に大きく影響を与えたと考えられる。思春期では成熟

の不調和と感受性の高まり、不安定な情緒状態がみられる。そのため、生活環境における不安

や緊張を増加させ、それに伴い心理的側面へ影響を与える。さらに、進学による新規刺激が不

安および緊張とそれに伴う心理的側面への負荷を増進させ、得点の増加に影響を与えたと考え

られる。本支援において各症例に自発的および受動的コミュニケーションの改善がみられたこ

とから、児童期から思春期への移行期における継続的な支援が各症例に内在する心的状態の効

果的な把握とそれに対する円滑な対処に影響を与えると考えられる。自閉症およびアスペルガ

ー症候群における児童期から青年期への円滑な移行は、その後の成長過程に大きく影響を与え

るため、児童期から青年期における長期的なイヌを介在した支援がこの問題の解決の一助にな

ると考えられる．そのため洛症例の生活環境に対する問題の改善に重点を置いた支援を行6

ことにより、CBCLの数値および行動における改善が期待できると考えられる。
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4－2行動観察における変化

1）イヌに対する接し方の変化

　全5症例が自発的なイヌとの関わりが可能となった。これは「イヌの生体およびその行動」を

学習し、適切な概念を形成したことが影響したと考えられる。イヌとの関わりを過去に経験し

た1症例を除く4症例は生活環境から得られた情報に基づきイヌに対する概念を形成していた。

しかし、生活環境から得られた情報により形成された概念は否定的なものが多かったことが推

測される。これがイヌとの関わりを困難とし、機械的および配慮の欠如した関わりの要因とな

り、イヌに対する不安や緊張を増進させたと考えられる。「イヌの生体およびその行動」を学習

し、イヌの反応により達成感を獲得することでイヌとの肯定的経験や適切な概念を形成し、イ

ヌとの関わりに変化がみられたと考えられる。また、イヌとの関わりを過去に経験した1症例

も生活環境において得られた情報に基づいた概念が形成され、機械的および配慮の欠如や自己

欲求が優先された関わりがみられた。飼い主に全面的に依存しているペットという存在に接す

ることにより、子どもは早くから動物の気持ちと欲求、そして他の人間のそれらを理解するこ

とを学ぶ可能性があるとの報告（Paul，1992）に関連して、イヌへの働きかけに対する良好な反応

は「イヌの生体およびその行動」の概念を形成し、情緒的関わりを促進すると考えられる。イヌ

との関わりおよび飼育管理の経験は養育欲求を増進させ、「動機付け」として作用することでイ

ヌへの適切な関わり方の学習が可能となる。また、この「動機付け」により生活技能の効果的な

獲得あるいは改善と生活環境への円滑な移行に影響を与える。5症例のうち1症例のイヌに対
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する抑圧的な言動は本症例の心的状態の変動が背景にあると考えられ、感情の自己表出がみら

れない対象者に対する心的状態の把握とその対処に有効であるかもしれない。

2）対人における変化

　イヌを介在した経験や話題の共有は、「対人間における媒体」として対象者と援助者の2者間

に作用した。これは、対人関係の構築を行うにあたり、大きな影響を与える。「対人間におけ

る媒体」として作用するイヌは、「社会的潤滑油」の役割とともに生活技能の獲得あるいは改善

における「動機付け」の役割を担い、自閉症およびアスペルガー症候群に対する支援において有

用であると考えられる。全5症例でイヌを「社会的潤滑油」として作用させ、援助者との対人関

係における生活技能を向上させ、これを生活環境の周囲との対人関係に移行することでコミュ

ニケーションへの配慮がみられたと考えられる。

　自閉症およびアスペルガー症候群において自己評価の向上は生活環境での精神的健康の向

上および維持に影響を与える。自己評価が社会的、情緒的発達の重要な側面の一要因であるこ

とはすでに科学的にも証明されている（Riksen－walraven，1978；Ha質eろ1983）。生活環境より得た

情報に基づき形成されたイヌの否定的概念を改善し、各プログラムの課題を達成することで自

己評価の向上に影響を与えたと考えられる。また、生活環境で獲得した対人関係での否定的経

験にイヌを介在した課題解決による肯定的な経験を上書きすることで生活環境における精神

的健康の向上および生活技能の効果的な般化に影響を与えると考えられる。これにより、各対

象者の日常および学校生活における意欲や積極性の増進が報告されたと考えられる。各症例に
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おいて生活技能の獲得あるいは改善がみられたことから、今後は生活環境への円滑な移行が大

きな課題となる。そのため、各対象者が獲得あるいは改善した生活技能を生活環境に円滑に移

行させるための「社会的潤滑油」および「動機付け」が必要であると考えられた。
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第5節　結論

　CBCLでは5症例のうち4症例に得点の改善がみられ、行動観察では全5症例に対人間にお

けるコミュニケーションの改善と自己評価の向上がみられた。これにより、自閉症およびアス

ペルガー症候群に対してイヌを「社会的潤滑油」および「動機付け」として用いた発達支援は心

理尺度および行動観察の側面から精神的健康の向上と生活技能の獲得あるいは改善に効果が

あることが示唆された。これは不良な予後により発現する二次的障害への効果的な抑制に影響

を与える。また、「イヌの生体」のみならず「イヌの示す行動」は自閉症およびアスペルガー症候

群の対象者に対して「新規刺激」として作用し、この刺激への対処が生活環境での対処技能の向

上に影響を与えることが考えられる。また、イヌを介在した支援において対象者と円滑な関係

を構築した援助者およびイヌの3者による課題の解決は、肯定的経験を獲得による自己評価の

向上に作用し、心的状態の安定とそれによる二次的障害の抑制に大きく影響を与えると考えら

れる。さらに、イヌとの関わり方の変化は心的状態に関連していると考えられ、これは自己感

情の表出が不足している各対象者の心的状態の把握に有用である可能性が考えられる。以上の

ことから自閉症およびアスペルが一症候群に対するイヌを介在した支援の導入は、本症状によ

り生活環境において低下した自己評価の向上と生活技能の獲得あるいは改善に有用であるこ

とが示唆された。
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第2章　広汎性発達障害児とその母親に対するイヌを用いた発達支援に関する研究

第1節　緒論

　高機能自閉症およびアスペルガー症候群、広汎性発達障害の有病率は増加傾向にあることが

報告されている（Eric，2005）。その背景には高機能自閉症やアスペルガー症候群が行動上の症候

群として認められた後も診断基準が多岐にわたり変化してきたこと（Fombo皿e，2001；Wing，

1993）がある。また、他の発達障害同様に年齢とともに主要な症状に変化を示すこと（Ru賃eち

1978；Waterhouse＆Fein，1984；Frith　l　989，1991；Wing，1989，1996；Gillberg　et　a1，1990）から、他の障

害と比較すると診断が遅れるケースも少なくない。高機能自閉症またはアスペルガー症候群に

不良な予後をもたらす相互的な社会関係の質的障害は二次的障害をもたらすとともに、否定的

経験や問題行動の学習の大きな要因の1つであり、効果的な治療や療育、支援の確立が求めら

れている。高機能自閉症またはアスペルガー症候群は脳内の疾病原因が解明されていないこと

に加え、治療や療育、支援における対人関係を相互的な社会関係の質的障害が阻害することで

十分な効果が得られていないのが現状である。

　第1章ではイヌの「社会的潤滑油」および「動機付け」の作用を用いて対象者と援助者の2幽間

の関係構築と生活技能の獲得あるいは改善を図ることを目的とし、イヌを用いた発達支援を実

践した。これによりCBCLでは5症例のうち4症例に得点の改善がみられ・行動観察では全5

症例において対人間のコミュニケーションの改善および自己評価の向上がみられた。一方で・

各対象者が抱える多くの生活環境での問題は改善されておらず・生活技能の円滑な移行は十分
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ではないと考えられる。また、子どもはペットとの相互作用の質に関連して発育の恩恵を得る

という報告（Robe丘et　al，1990）があるように、動物の媒介としての活用方法をさらに検討し、よ

り効果的な支援方法を確立する必要があると考えられる。現在の治療や療育、支援における大

きな問題の1つとして治療あるいは支援環境を除いた生活環境における対人関係の円滑な構築

や生活技能の活用が困難であることがあげられる。これは個々が自らの行動が概して役立つ結

果を生み出さないという無力の学習から抑うつや動機がなくなる状態に陥る（Seligman，1975）

ケースも少なくなく、自己評価を低下させる大きな原因となる。また、他者の基本的人権また

は年齢相応の主要な社会的規範や規則等を侵害することが反復し、6ヶ月以上持続する行動様

式を行為障害（American　Psychiatdc　Association，1994）といい、この原因には過去の生育歴や親子

関係の歪み、および現在の対人関係や社会関係の障害など「心理社会的要因」が大きく関与して

いる。この行為障害は相互的な社会関係の質的な障害により高機能自閉症またはアスペルガー

症候群において二次的障害として発現するケースが多く、生活環境での大きな課題である。近

年は家族への支援と家族の子ども本人への理解度を高め、対応方法を話し合い、適切な枠作り

を行い、好ましくない行為を最小限に止めるように啓発していくことが必要である（Kazin，

1997）とされており、生活環境において療育の重要な役割を担う母親に対する支援が必要になる

と考えられる。

　そこで、第2章では第1章の5症例に4症例を加えた9症例に対して対象者とi援助者に母親

を加えた3者間でイヌを介在した発達支援を行い、その効果を心理尺度および行動観察により
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検討した。第2章では高機能自閉症またはアスペルガー症候群の各対象者の生活環境における

問題への効果を検討するために質的事例研究を行った。各対象者の生活環境における問題に焦

点を置き、生活環境を想定した環境下で「社会的潤滑油」および「動機付け」の役割を担うイヌを

介在することで、より問題解決に有効な生活技能の獲得あるいは改善が可能であると考えられ

る。また、第1章では6ヶ月にわたり12回の発達支援を実践したが、長期間において支援を

行うことにより各対象者の抱える多岐にわたる問題に対処することに有用であることが考え

られた。
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第2節　方法

2．1対象者と介在動物

1）対象者

　対象者は社会福祉法人層泉「子どもの生活研究所」を経て、本人あるいは保護者がイヌを介在

した支援を希望した高機能自閉症2名とアスペルガー症候群6名、広汎性発達障害1名に対し

て実施した。支援開始時の対象者の年齢は11歳から16歳で平均年齢は14歳であった。各対

象者の母親との事前の面接により既往歴および生活歴、生活環境での問題を調査し、研究に対

するインフォームドコンセントは対象者・母親・障害者支援センターの責任者に対して十分に

行った。対象者の詳細をTable2－1に示した。

Case　Age（years）　Gender Disorders IQ

1 Male

Male

Male

Male

Male

Male

Female

Male

Male

Asperger，s　Syndrome

Asperger’s　Syndrome

High　Functioning　Autism

Asperger’s　Syndrome

High　Functioning　Autism

Pervasive　Developmental　Disorders・Mental　Retardatic

Asperger，s　Syndrome

Asperger’s　Syndrome

Asperger’s　Syndrome

　100

　100

　96

　70

unkno㎜

70～80

un㎞own

　108

un㎞0㎜

Table2－l　Charactedstics　ofthe　participants
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2）介在動物

　介在動物は麻布大学CAPC（Companion　Animal　Practice　Circle）にて飼育管理されているイヌ1

頭および麻布大学介在動物学研究室（旧動物人間関係学研究室）にて飼育管理されているイヌ3

頭を用いた。イヌは支援開始前に獣医師により予防接種を受け、寄生虫感染検査において問題

が無いことが確認された。支援開始時のイヌの詳細をTable2－2に示した。

arlety ex ge　yea「s alto　oy oor

　　　　lX

Golden　retriever

Labrador　retdever

Labrador　rethever

ema　e

飴male

male

male

2．75

1．75

1．75

me　lum

towser

towser

towser

　ac

gold

white

browm

　　　　　　　　　　　　　Table2－2　　Charactedstics　ofthe　dogs

2－2　実験手順および調査方法

1）実験手順

i）支援の流れ

　本研究は麻布大学内の施設において精神科医・獣医師・心理士の監督の下で行われた。各対

象者の実施期間をTable2－3に示した。援助者は障害者支援センターの職員から各対象者の問題

を：事前に聴取し、母親の面接により生活環境での具体的な問題を明らかにした。各対象者の問

題により介入方法は異なった。援助者は各対象者にイヌの扱い方について説明を記述した用紙

を配布し、説明を行った。イヌは対象者が安全にイヌと接することが確認できるまで援助者の

足元にリードで繋がれていた。対象者が安全にイヌと接することが確認された後・援助者の監

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32



督の下でイヌはリードを装着した状態で施設内を自由に行動することを可能にした。各対象者

は常に援助者の許可を得れば、イヌと話す・撫でる・一緒に遊ぶことが可能であった。その後、

各対象者により問題のみられる生活環境揚面を設定し、対象者と援助者の2者間、あるいは対

象者と援助者に母親を加えた3門下においてイヌを媒介とした解決を行うとともに生活技能の

獲得あるいは改善を図った。それと同時に援助者と母親の2者間において対象者にみられる生

活環境での問題に対する対処技能の獲得あるいは改善を図った。

Case Pa丘ici　ate　Te㎜s Partici　ate　Times

1 January，2002－October，2002

Janua！y，2002－October，2002

January，2002－October，2002

Janualy，2002－November，2005

January，2002－July，2002

November，2004－January，2006

December，2004－January，2006

August，2004－December，2005

March，2005－Januaワ，2006

Table2－3　Te㎜s＆times　that　each　child　p磁icipated　in　supPo直sessions　with　dogs

五）プログラム

①イヌに対する基礎学習と支援環境への馴致

・　介在したイヌの個体特性の理解
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・基本トレーニングの（座れ・お手・伏せ・待て・付け）の理解と実践

・イヌへのフードの与え方の学習

②イヌとの散歩およびイヌを介在した課題解決

・援助者を主体とするイヌとの散歩（援助者がリードを持つ）

・対象者を主体とするイヌとの散歩（対象者がリードを持つ）

・イヌへのリードの装着方法の学習

・イヌへの給水の仕方の学習

③イヌの飼育管理

・イヌへのグルーミング

・イヌへの給餌

④イヌを介在した複雑な課題解決

・散歩経路の作成および実践

・課題の作成および実践

⑤イヌに対する自己感情の表現

・イヌに対する自己感情を絵や文章、写真により描写

⑥異なる環境下でのイヌを介在した課題解決

・　大学近郊の公園へのイヌとの散歩

・基本トレーニングの実践

34



⑦イヌの様々なトレーニング

・カラーコーンおよびハードル、トンネルを用いたイヌのアジリティートレーニング

・ボールを用いた持来トレーニング

⑧　イヌを介在した他者との関わり

・援助者に対する自己およびイヌの紹介

・新規の人間に対する自己およびイヌの紹介

⑨イヌを介在した母親との課題解決

・介在したイヌの個体特性を母親に説明

・援助者より提示された行動を形成させる

⑩イヌに関連した課題

・イヌのフードおよび玩具の購入

・イヌに関連した英語の学習

2）調査方法

i）心理尺度

　心理尺度は米国のThomas　Achenbachらのグループが開発した子どもの行動チェックリスト

（Child　Behavior　Check　List：CBCL）／4－18の日本語翻訳版（児童思春期精神保健研究会翻訳）を用い

た。これは4歳から18歳までの子供の行動の問題について調査を行うチェックリストであり、

子供の問題をより正確に把握し、標準からの逸脱の程度を評価し、その変化を測定するのに特
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に有用である。CBCLは8つの下位尺度（ひきこもり・身体的問題・不安／抑うっ・社会性の問

題・思考の問題・注意の問題・非行的行動・攻撃的行動）と2っの上位尺度（内向および外向）、

総得点から構成されている。それぞれの尺度得点は、年齢別群（4－10歳、ll－18歳）・性別に

よりT得点に換算される。CBCLは本人用・親用・教師用の3種類があり、本研究では親用・

教師用を用いた。T得点の減少が問題の改善を示しており、下位尺度ではT得点は67点未満

が正常域、67～70点が境界域、70点より高いものは臨床域を示す。上位尺度および総得点で

はT得点が60点未満は正常域、60～63点は境界域、63点より高いものは臨床域を示す。CBCL

は各対象者の実施期間の前後（事前調査：pretest　score・事後調査：pos廿est　score）に測定し、各尺

度得点における変化を測定した。

五）行動観察

行動観察は各対象者の支門門におけるイヌに対する拠方や対人における変イヒを記録す

るのに加えて、母親との面接により生活環境における変化や問題の改善について調査を行った。
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第3節結果

　本研究では各対象者におけるCBCLおよび行動観察における詳細な変化を調査し、その有用

性を明らかにするために質的事例研究を行った。そのため、第2章ではCBCLおよび行動観察

における変化を症例ごとに示した。各症例のCBCLにおける得点変化をTable2－4に示した。

Table2－4に示された得点は事後調査の得点を示し、カッコ内の得点は事前調査から事後調査に

おける得点の増減を示している。カッコ内の得点の増加が改善を示している。

1 2 3 4 5 6 7 8 9

Withdrawn　　　　59（7）

Somatic　Complaints　50（0）

Anxious／Depressed　　62（4）

Social　Problems　　　　60（8）

Thought　Problems　　　50（28）

Attention　Problems　67（8）

Delinquent　Behavior　50（5）

Aggressive　Behavior　59（6）

Intemalizing　　　　59（6）

Extemalizing　　　　57（7）

Total　Scores　　　　　　60（10）

66（7）

63（4）

72（15）

70（9）

70（一20）

65（2）

68（4）

65（4）

71（8）

66（4）

67（9）

73（一14）

66（一16）

72（一12）

65（一5）

70（一14）

67（一8）

50（一〇）

51（一1）

73（一15）

51（一4）

66（一11）

63（3）

50（18）

62（7）

65（18）

56（19）

65（2）

55（8）

54（18）

61（8）

55（15）

61（14）

83（7）

66（4）

89（一6）

73（17）

93（一13）

78（0）

55（5）

50（9）

83（一1）

51（10）

78（2）

59（11）

50（22）

56（19）

80（10）

70（13）

63（23）

66（15）

64（26）

54（20）

65（26）

70（17）

59（11）

54（10）

74（12）

70（0）

73（5）

69（4）

70（一1）

64（6）

68（9）

67（3）

72（6）

59（ll）

68（9）

68（21）

70（30）

56（14）

59（16）

63（10）

61（26）

68（17）

62（23）

65（23）

68（一2）

54（0）

68（一2）

83（10）

73（12）

73（0）

70（3）

95（一10）

68（一2）

85（一2）

82（2）

Table2－4　Each　Child’s　posttest　T　scores　on　the　Child　Behavior　Check　List（parent－reports）

　　　　　　　　　（Scores）＝（pretest　T　scores－posttest　T　scores）
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3－1症例1

　症例1は11歳の時にアスペルガー症候群と診断された（IQ：100）。学業成績の低下と学内のク

ラスメイトとの関係悪化により抑うっ状態となり、中学校の途中から不登校となった。支援開

始時よりイヌに興味を示し、イヌと関わることが可能であった。しかし、イヌに対して機械的

な指示を与えるのみで情緒的な関わりはみられなかった。また、症例1は両手を床に着き、四

肢の状態でイヌに関わることを試みていた。援助者からイヌの扱い方および接し方の指導を受

け、イヌのトレーニングや散歩を行った。これらの過程でイヌの歩行を含む行動への配慮がみ

られるようになった。その結果、イヌとの機械的な関わりはあるものの情緒的な関わりがみら

れるようになった。症例1は援助者や母親に対して一方的なコミュニケーションを行い、援助

者や母親からのコミュニケーションを受容することができなかった。また、イヌのフードを口

にする、共有のボトルに直接口をつけて飲水するといった好ましくない行動がみられた。その

ため、援助者がこれらの場面でどのような行動が適切であるかを確認し、母親と共に同じ場面

を反復して学習した。これらの過程で症例1は援助者や母親からのコミュニケーションを受容

することが可能となった。症例1の母親は家庭内においてコミュニケーションおよび行動にお

いて改善がみられたことを報告した。全ての支援が終了後に高校への進学が決定した。

　CBCLにおいて、：事後調査のT得点は7つ（身体的問題を除く全て）の下位尺度と2つの上位

尺度、総得点に改善を示した。注意の問題と身体的問題を除く全ての下位尺度が正常域となっ

た。
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3－2　症例2

　症例2は10歳の時にアスペルガー症候群と診断された（IQ＝100）。小学校で教室を俳誌する、

授業中に大声で叫ぶといった行動上の問題があった。そのため、学内のクラスメイトからいじ

めを受けていた。この問題を改善するために週に1回病院へ通院し、週に2回情緒障害児学級

へ通学した。症例2は対人や環境の変化に対して強い不安を感じる傾向がみられ、自己感情を

周囲の人間に対して円滑に伝達することが困難であった。

　症例2はイヌとの接触経験を有しており、イヌに関わることやフードを与えることに対して

不安や緊張を示さなかった。イヌを散歩させる際にイヌの非機械的な行動に対して対処するこ

とが困難であった。しかし、支援時間の増加と共にイヌの示す行動に対処することが可能とな

った。特にイヌの排尿や探索行動に対する配慮がみられるようになった。支援期間の中盤から

イヌに対する関心および興味が減退し、イヌに対して支配的な態度を示す傾向がみられるよう

になった。同時期に症例2の母親から家庭内において家族に対する態度に同様の傾向がみられ

ることを報告した。そのため、症例2と援助者の2者間において生活環境に関連した不安や緊

張について面接を行い、援助者が母親へ症例2の抱える問題を伝達した。イヌに対する支配的

な態度は改善され、イヌとの接触時間が増加する傾向がみられた。

　症例2は多軸傾向がみられ、麻布大学内の施設を歩き回っていた。また・援助者との円滑な

コミュニケーションが困難であった。イヌのトレーニングや散歩を行う中で援助者へのコミュ

ニケーションが増加したが、言語表現が特異的であった。症例2はイヌに対して支配的な態度
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を示していた時期に援助者に対しても同様の態度を示していた。症例2と援助者の2者間にお

ける面接で課題に対する不満が明らかになり、イヌに関連した複雑な課題を与えることで援助

者および母親とのコミュニケーションに増加傾向がみられた。症例2の母親は生活環境におけ

る対人コミュニケーションにおいて自己感情を円滑に伝達することが可能になったことを報

告した。

　CBCLにおいて彼の事後調査のT得点は7っの下位尺度（悪化した思考の問題を除く全て）と

2っの上位尺度、総得点において改善を示した。特にひきこもりと身体的訴え、注意の問題、

攻撃的行動における彼の事後調査のT得点は正常域に改善した。

3－3　症例3

　症例3は4歳の時に高機能自閉症と診断された（IQニ96）。言語学習能力において発達が遅れて

おり、時間に対するこだわりがみられた。小学校入学後に情緒障害児学級に通学し、中学校進

学後も情緒障害児学級へ通学する予定である。症例3は不安や緊張が強く、意思表示を特有な

表現で示すため、周囲の人間に対する意思伝達が困難であった。

　症例3はイヌに関わることやフードを与えることに不安や緊張を示していた。症例3の母親

は新規刺激に対する適応に多くの時間を必要とすることを報告した。イヌとの接し方を学習後・

徐々にイヌのトレーニングが可能となった。イヌの非機械的な行動に対して対処することが困

難であったが、課題の解決過程でイヌの行動に対する配慮がみられるようになり・対処するこ

とが可能となった。また、家庭内においても家族の行動に対する配慮がみられるようになった
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ことが報告されている。

　支援の開始時は援助者に対して不安と緊張を示し、多くの時間を母親と共有していた。課題

の解決過程において症例2の表情に変化がみられるようになり、笑顔がみられるようになった。

また、症例3が自発的に援助者に対してコミュニケーションを行う頻度が高まり、自己感情の

表出がみられるようになった。さらに、他者の行動に対する対処技能が向上し、状況の確認が

行えるようになった。中学校進学後、対人や環境の大きな変化から不安や緊張が高まり、課題

の解決に集中することが困難となった。そのため、短時間での課題を設定し、自由にイヌと関

わる時間を増加させた。全ての支援が終了後、症例3の母親から生活環境や学校環境における

変化や対人関係に徐々に適応することが可能になったことが報告された。

　CBCLの：事後調査T得点では事前調査と比較して悪化の傾向があった。ひきこもりと不安／

抑うっ、内向得点、総得点の：事後調査T得点は臨床域内で変動し、思考の問題と注意の問題は

境界域になった。他の尺度の事後調査T得点もまた悪化の傾向があったが正常域内のままであ

った。

3－4　症例4

　症例4は7歳の時にアスペルガー症候群と診断された（IQ＝70）・小学校では多動性の行動がみ

られ、クラスメイトとの関係が悪化し情緒障害児学級に通学した。また・一方的なコミュニケ

＿ションを行う傾向がみられ、自己感情の伝達を円滑に行うことが困難であった。症例4とそ

の母親は中学校卒業後の進学について検討していた。
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　症例4はイヌに対する過剰な恐怖心を持っており、生活環境でイヌを飼育している家を回避

していた。しかし、イヌに噛まれるや追われるといった否定的経験は学習していなかった。支

援の開始時はイヌと同空間を共有することが困難であったため、援助者が別室でイヌとの接し

方や個体特性を伝えた。まず、イヌがリードで繋がれている状態を確認し、距離を置いてフー

ドを与えることを試みた。その後、課題の解決過程において症例4は自発的にイヌに直接フー

ドを与えることが可能となり、関わりが可能となった。イヌの非機械的な行動に適応できない

場面がみられたが、生活環境においてイヌを飼育している家を通過することが可能となった。

　症例4は環境および援助者に対して強い不安と緊張を示していた。また、多くの時間を母親

と共有していた。環境および援助者に対する不安と緊張は徐々に減少したが、一方的なコミュ

ニケーションがみられた。そのため、一方的なコミュニケーションを行う時間を制限し、援助

者と母親によるコミュニケーションに対して受容し、それに対して回答する課題を設けた。症

例4の表情による感情表現が大きく向上し、援助者や母親によるコミュニケーションの受容が

可能となった。さらに、症例4の母親から積極性の増加と生活環境内における対人への配慮に

改善がみられたことが報告された。症例4は高校への進学が可能となった。

　CBCLの事後調査T得点では全ての下位尺度と外向得点において改善がみられ、正常域とな

った。特に身体的訴えと注意の問題、攻撃的行動の事後調査T得点は境界域から正常域へと改

善した。内向尺度と総得点の事後調査T得点は臨床域から境界域へと改善した。
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3－5　症例5

　症例5は12歳の時に高機能自閉症と診断された。幼少期は多動性の行動がみられ、音や光

に対して過剰な反応がみられた。また、家族や他者との視線の合致がみられなかった。小学校

の普通学級に入学したが、音や光への過剰な反応から学校行事に参加することができなかった。

学業成績の低下から不登校となり12歳から15歳まで特別教育相談所に通所した。その頃から

手の洗浄やティッシュで体を拭くことへの強迫観念がみられるようになった。

　症例5はイヌと関わることやフードを与えることに不安や緊張を示していた。また、イヌの

非機械的な行動に対処することが困難であった。課題の解決過程でイヌとの距離が徐々に近く

なり、イヌと関わることやフードを与えることが可能となった。イヌの非機械的な行動に対し

ても徐々に対処することが可能になった。その後、イヌに対する注意が減退し、症例5より援

助者に対して生活環境における不安がイヌに対するする注意を阻害していることが伝えられ

た。

　症例5は援助者とのコミュニケーションに緊張を示しており多くの時間を母親や同伴した妹

と共有していた。課題の解決過程で援助者に対してイヌや趣味についてコミュニケーションを

行うことができるようになった。イヌに対する注意が減退するのと同時期に援助者や母親に対

する自発的コミュニケーションが減少した。母親は症例5が生活環境において大きな不安を抱

えていることを報告した。症例5と母親、援助者の3者間において生活環境における不安を明

確化し、それに対する対処法を示すことにより、症例5は母親や援助者に対して自発的に自己
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感情を伝達することが可能となった。また、母親より手の洗浄やティッシュで体を拭くことへ

の強迫観念が徐々に減少していることが報告された。

　CBCLの事後調査T得点のひきこもりや社会性の問題は減少したが、まだ境界域内であった。

非行的行動と攻撃的行動の得点においても正常域内で減少していた。しかしながら、事後調査

T得点の不安／誘うつと思考の問題は増加していたが予備調査においても臨床域を示していた。

外向尺度における事後調査T得点は境界域から正常域へ改善した。

3．6　症例6

　症例6は10歳の時に広汎性発達障害および精神遅滞と診断された（IQ：70～80）。幼少期は言

語発達において遅れがみられた。中学校は普通学級に通学していたが、聴覚過敏が原因で通学

が困難となり、情緒障害児学級へ通学した。家庭内で両親に対する暴力がみられ、薬物療法を

受けるために病院に入院した。退院後は養護学校へ通学した。感情の高まりを抑制することが

できず、家庭内で問題を起こす傾向がみられた。

　症例6は生活環境においてイヌと関わる機会があり、不安や緊張を示すことはなかった。一

方で生活環境においてイヌに噛まれることや吠えられる経験があった。症例6は生活環境で関

わるイヌの行動に対して配慮を示すことが困難で、その結果イヌが噛むことや吠えることによ

り忌避反応を示していた。そのため、イヌの行動を観察し、イヌの欲求を症例6自身が考える

ことでイヌの行動に対する配慮がみられるようになった。課題の解決過程において症例6は・

イヌの行動を観察しながら遊び、トレーニングおける動機付けを探索することが可能となった・
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　母親は症例6が自己感情を制御することが困難で対人における適切な距離を保つことができ

ないことを報告した。援助者との関わりにおいても同様の傾向がみられ、これが課題への取り

組みを阻害する原因となった。援助者は課題の解決後に自由にコミュニケーションがとれる時

間を設けた。課題の解決過程で、症例6は自己感情の表出が可能になり、母親は家庭内におけ

る自己感情の制御が改善され、問題が減少したことを報告した。

　CBCLの事後調査T得点では全ての項目に10～26点の大きな改善がみられた。ひきこもり

と身体的訴え、不安／抑うつ、注意の問題、非行的行動、攻撃的行動、内向尺度の得点の全て

が臨床域から正常域へと改善した。思考の問題の事後調査T得点は境界域内で、外向尺度およ

び総得点は臨床域内で改善した。

3－7　症例7

　症例7は15歳の時にアスペルガー症候群と診断された。幼少期に人形や暗い場所に対して

強い不安や緊張を示していた。中学校の普通学級に通学したが、クラスメイトとの関係が悪化

し、抑うっ状態が原因で不登校となった。また、性別の同一性に問題がみられ病院へ通院した。

復学後もクラスメイトや教師との間で問題がみられ、中学校を卒業後に専門学校へ進学した。

しかし、再び深刻な抑うつ状態に陥り、半年間病院に入院して薬物療法を受けた。退院後に本

支援へ参加した。

　症例7は自宅でイヌを飼育しており、イヌと関わることやフードを与えることに不安や緊張

はみられなかった。母親は自宅でイヌのトレーニングを行っていたが症例7は行わなかった。
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援助者はイヌのトレーニングに関連した課題を提示した。課題の解決過程で症例7はイヌを観

察し、トレーニングにおける動機付けを探索することが可能となった。母親から症例7が生活

環境において情緒不安定の状態であることが報告され、それと同時期にイヌに対する関心が減

退した。そのため、新たに症例7が自らイヌに新たな行動を形成する課題を提示し、イヌと関

わる頻度に増加がみられた。その後、母親より生活環境における情緒状態に安定の兆しがみら

れることが報告された。

　母親より症例7が情緒不安定な状態であり、対人における問題があることが報告された。そ

れに加えて病院への入院中に症例7の自己評価は大きく低下していた。また、自宅からの外出

に対して強い不安を示していた。そのため、症例7は援助者の補助の下で麻布大学の施設から

イヌを伴い外出し、トレーニングに必要なフードや玩具の購入を行った。さらに、症例7と援

助者の2丁丁において生活環境での不安に対する対処方法を議論した。症例7の自己評価は大

きく改善し、専門学校への定期的な通学が可能となり、現在は医師に対して自己の性別に対す

る相談が可能になった。

　CBCLの事後調査T得点ではひきこもりと攻撃的行動が正常域に改善した。不安／抑うつと

思考の問題、内向尺度、外向尺度、総得点の事後調査T得点は臨床域内ではあるが改善した。

注意の問題のT得点は境界域に改善した。

3．8　症例8

　症例8は12歳の時にアスペルガー症候群およびうつ病と診断されたσQ：108）。幼少期は友
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人や教師に対する攻撃的な行動がみられ、家庭および学校での規則を守ることができず、教育

相談所に相談した。中学校の普通学級へ通学したが、クラスメイトや教師との間に問題がみら

れることから母親は情緒障害児学級への通学を検討していた。現在は中学校の相談室のみに通

学していた。

　症例8はイヌと関わることやフードを与えることに不安や緊張はみられなかった。しかし、

イヌとの関わりは繰り返し指示を与えるのみで機械的であった。指示に対してイヌが反応を示

すまでの時間を待つことができず、新しい指示を与えていた。援助者は症例8に対してさまざ

まな状況におけるイヌの意思および欲求を考える課題を提示した。課題の解決過程において症

例8はイヌの行動を観察し、反応を示すまでの時間が待てるようになった。また、イヌの行動

に対して報酬としてフードを与えるのと同時に自発的に褒める行動がみられるようになった。

　母親より症例8が他者に自己感情を円滑に表現することが困難であり、その際に苛立ちを示

すことが報告された。それに加えて学校での否定的経験の蓄積が症例8の自己評価を著しく低

下させていた。しかし、課題の解決過程で自己評価は著しく改善され、周囲の人間との視線の

合致がみられるようになり、自発的な自己感情の表出が可能となった。その後、症例8は小学

校の普通学級へ復学が可能となった。

　cbCLの事後調査T得点ではひきもこりと思考の問題、注意の問題、非行的行動、注意の問

題において正常域へ改善した。身体的訴えと不安／抑うつ、社会性の問題、外向尺度の事後調

査T得点では臨床域から境界域へと大きく改善した。内向尺度と総得点の：事後調査T得点もま
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た、臨床域内ではあるものの大きく改善した。

3－9　症例9

　症例9は15歳の時にアスペルガー症候群と診断された。幼少期に多動性の行動がみられ、

クラスメイトとの関係に問題を抱えており、教師の介入により問題の解決が行われていた。思

春期になると父親との関係に問題がみられるようになり、自己の欲求が充足されない際に家庭

内で破壊行為を繰り返していた。中学校に入学後もクラスメイトとの関係はみられず、教師と

の交流のみが続いていた。症例9は高校の普通学級に進学する予定であった。

　症例9はイヌと関わることやフードを与えることに不安や緊張を示さず、自発的なイヌとの

関わりがみられた。イヌのトレーニングにおいて症例9はイヌの行動を観察し、動機付けの役

割を理解することが可能であった。症例9は母親に対する過度の依存傾向がみられ、母親に対

する確認作業がみられた。そのため、母親との距離を徐々に伸ばし、症例9と援助者の2平間

において課題の解決を行った。過度に不安を示す傾向はみられず、自発的に課題に取り組むこ

とが可能であった。

　母親は症例9が自己感情の円滑な表出や制御が困難であり、家庭内において父親および妹と

の関係に問題がみられることを報告した。援助者と症例9の2者間において父親および妹との

関係について議論し、その結果を基に援助者と母親の2町田において問題の原因や対処方法に

ついて議論した。症例9と父親の関係は徐々に改善されてきたが、妹との関係は改善されなか

った。症例9は家庭内において母親および父親に対して自己感情を円滑に表出することが可能
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となり、教師の協力の下で高校の普通学級に進学した。

　CBCLの事後調査T得点ではひきこもりと不安／抑うっが境界域になった。社会性の問題と

思考の問題の事後調査T得点は改善したが、まだ臨床域内であった。
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第4節　考察

　高機能自閉症またはアスペルガー症候群子どもとその母親に対するイヌを介在した発達支

援によりCBCLの数値と行動に改善がみられ、主に4要因が関連していることが考えられた。

　第1に各対象者はイヌに対する指示や関わりの反復といった機械的なアプローチを行い、イ

ヌの反応に対する配慮が欠如していた。また、各対象者の自己欲求が優先さ為たアプローチが

みられ、生活環境における対人にも同様の傾向がみられた。イヌに対する機械的なアプローチ

や反応に対する配慮の欠如はイヌの回避反応を発現させ、各対象者の行動がこれらに起因して

いることを視覚的に認識させる。アスペルガー症候群において視覚的援助は非常に有効であり、

最良の選択であることが報告（Phzant＆wether煽1989；Qui11，1997；wetherby＆Pdzant，1999）さ

れており、イヌの一貫した忌避反応は高い視覚的効果を与えていると考えられる。また、適切

なアプローチがイヌの肯定的反応を生じさせることで各対象者が適切あるいは不適切な行動

を分別することが可能となり、行動が改善したと考えられる。さらに、母親がイヌの忌避的あ

るいは肯定的な反応による対象者の行動を視覚的に確認し、対処を実践することで対処技能の

向上の一助になると考えられる。これにより、各対象者のCBCLにおいて「非行的行動」および

「攻撃的行動」が改善されたと考えられる。

　第2に各対象者において援助者および母親に対する自発的な自己感情の表出が可能になった。

支援の開始時には各対象者がボディーランゲージを用いて非言語的な感情表出を行う傾向が

みられた。そのため、各対象者の感情や意思が周囲の人間に円滑に伝達することが困難となり・

50



問題となっていた。イヌに行動を要求するためには言語による指示が必要となる。各対象者が

言語による指示をイヌに与え、これにイヌが肯定的反応を示すことで達成感を生み、感情およ

び意思伝達の方法が非言語から言語へと移行したことが考えられる。また、支援環境において

援助者および母親が各対象者の言語による感情および意思伝達を肯定的に受容することで、各

対象者における感情および意思の伝達方法が非言語から言語へと移行し、対人間における言語

コミュニケーションを可能にしたと考えられる。この肯定的な受容が生活環境で母親からもた

らされることにより、各対象者の生活環境における問題の改善の一助となったと考えられる。

ペットの飼育は子どもの言語取得を促進させ、その言語能力を高める可能性があること

（Condoret，1983；Salomon，1981）からその有用性が考えられた。各対象者のCBCLにおいて「思考

の問題」における得点の改善がみられた要因として、各対象者と母親の2者間における言語に

よる感情および意思伝達が相互理解を向上させたことが考えられた。

　第3に各対象者における自己評価の著しい改善がみられた。これは4症例の復学と2症例の

進学、2症例の学校生活への適応に大きく関連していると考えられる。環境が安全で否定的で

ないものとして受け入ることは他の社会的場面にて獲得される自信の移行に作用していると

の報告（Burgon，2003）にあるように、イヌの肯定的反応と支援環境における援助者および母親の

肯定的受容が各対象者の自己評価を著しく向上させ、生活環境での生活の質の向上に影響を与

えたことが考えられる。また、各対象者は支援環境においてイヌを飼育管理する、母親と共同

で課題を解決するという明確な役割を与えられることで自己役割を獲得した。自己役割の獲得
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は社会生活における自己評価に大きな影響を与える。さらに、イヌを介在した課題における生

活技能の獲得あるいは改善は生活環境における対処方法を増加させ、達成機会の増加に繋がる

ことで自己評価の向上に作用したと考えられる。

　第4に各対象者と母親が共同してイヌを介在した課題を解決し、達成機会を得ることで母親

の対処技能の向上に影響を与えたこと考えられる。自閉症の子どもの母親はダウン症の子ども

の母親や典型的な発達遅延の子どもの母親より育児能力や夫婦間の交流、家族の順応性が少な

いことが報告されている（Rodhgue，1966）。また、自閉症児の親の行動と健常児の親の行動を比

較した幾つかの論文によれば、自閉症児の親の行動はより指示的で、統制的であったことが報

告されている（Kasad　et　al，1988；Watson，1989）。生活環境における高機能自閉症またはアスペル

ガー症候群の療育において母親が単独で子どもの行動や言動に込められた意図を正確に理解

することは難しく、問題行動として捉えることが多い。そのため、第3者である援助者を介し

てイヌを介在した課題を解決する過程で、母親が子どもの行動や言動に込められた意図を理解

することが生活環境における対処技能の向上に効果的であると考えられる。母親の対処技能の

向上は、各対象者の支援環境から生活環境における生活技能の円滑な移行の一助と考えられる。

これは4症例の復学と2症例の進学、2症例の学校生活への適応に大きく関連していると考え

られる。

　一方で9症例のうち2症例においてCBCLの得点の増加がみられた。　CBCLの得点が増加し

た2症例は児童期から思春期への移行期であり、これが得点の増加に影響を与えたと考えられ
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る。思春期では成熟の不調和（身体的な成熟と比較し、知能・情緒・社会性などが未成熟である

状態）がみられ、感受性の高まりと不安定な情緒状態が生活環境における不安や緊張を増加させ、

お心理的側面へ影響をもたらす。また、1症例では家庭環境における問題がみられ、これが

CBCLの得点の増加に影響を与えた可能性が考えられる。そのため、継続的な支援を実施し、

内在する心的状態を明らかとして問題を解決することが必要である。

　以上のことから、高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者に母親を加えた

3者間におけるイヌを用いた発達支援はCBCLおよび行動観察の結果から有用な支援方法の1

つであることが示された。また、子どもと援助者の2者間に母親を加えることにより、支援環

境のみならず生活環境における効果的な生活技能の獲得あるいは改善と自己評価の向上に影

響を与えることが示唆された。イヌの個体特性は高機能自閉症やアスペルガー症候群、広汎性

発達障害の支援においてさまざまな問題を改善する一助となると考えられる。個体特性にはイ

ヌの人に対する反応や行動形成における「動機付け」となる報酬、欲求に対する行動表現などが

ある。そのため、各子どもの生活環境における心的状態やイヌに対する不安および緊張・獲得

あるいは改善が必要な生活技能に適した個体特性を選択することが必要である。援助者はイヌ

の個体特性を十分に理解し、子どもの支援に活用する必要がある。また・援助者はイヌに対す

る興味の有無やイヌに対する不安および緊張の有無を確認し・イヌを用いた支援の実施を十分

に検討しなければならない。

　本章により、高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親に対するイヌを介
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在した発達支援は支援環境のみならず生活環境における効果的な生活技能の獲得あるいは改

善と自己評価の向上に影響を与えることが示唆された。一方で、自閉症は他の発達障害同様に、

年齢とともに主要な症状に変化を示し（R韻eら1978；W註terhouse＆Fein，1984；Fdth　1989，1991；

Wing，1989，1996；Gillberg　et　al，1990）、成熟や発達のプロセスは自閉症の中心症状の現われと相

互作用し、スキルの獲得に影響する（Burack　et　al，2001）ことから高機能自閉症またはアスペルガ

ー症候群の子どもは成長過程で環境や対人の変化に対応するために新たに生活技能を獲得し

ていく必要がある。そのため、家庭内の療育において母親の役割は極めて重要であり、良好な

母子関係を維持することが必要である。また、環境や対人の変化に対応する過程で示す子ども

の行動を受容するためには母親の良好な精神的健康状態を保つ必要がある。本章ではCBCLお

よび行動観察による評価を母親から得ており、これらの改善は子どもの行動の改善とともに母

親の子どもに対する受容が拡大されたことが考えられる。そのため、本支援における高機能自

閉症またはアスペルガー症候群の子どもと母親の母子関係と母親の精神的健康を調査する必

要がある。
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第5節　結論

　CBCLでは9症例のうち7症例において改善がみられた。また、行動観察においては全9症

例において改善がみられた。さらに、4症例が復学し、2症例が進学、2症例が学校生活への適

応が可能となった。高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者に母親を加えた

3者間によるイヌを介在した発達支援は子どもの生活技能の獲得あるいは改善と自己評価の向

上とこれらの支援環境から生活環境への効果的な移行に有用であることが示唆された。また、

子どもとその母親がイヌを介在した課題に取り組むことで、目標およびその達成過程を共有す

ることが可能となり、母親の障害受容と子ども本人への理解、対処技能の向上の一助になると

考えられる。イヌは高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者の2垣間のみな

らず母親との3者間における「社会的潤滑油」として作用し、子どもの生活技能の獲得あるいは

改善に加えて生活環境における母親の対処技能の獲得および向上に「動機付け」として作用す

ることが明らかとなった。これにより治療および療育、支援により得られた効果を生活環境へ

般化する有用な一助になりうると考えられる。

55



第3章　イヌを用いた発達支援による母子間および母親への効果に関する研究

第1節　緒論

　障害を持つ子どもの母親のストレスに関しては多くの研究が報告されている。自閉症やアス

ペルガー症候群の子どもの母親は他の障害の子どもよりストレスが高いことか報告されてい

る。自閉症の子どもを持つ親は障害を持たない子どもの親（McKinney＆Peterson，1987）や他の障

害を持つ子どもの親（Holroyd＆McA曲uL　l　976）より多くのストレスに耐えており、抑うつ状態

といった否定的な健康結果や夫婦間の不満が増加する（DeMyeら1979）ことが報告されている。

また、母親は家族のメンバーのなかで最も厳しい影響を受け、約3分の1がうつ状態を示して

いる（DeMyeち1979）ことが報告されている。家族要因が早期介入の転帰の最もよい予測指標で

あること（Shonokoff　et　al，1992）が明らかにされている一方で、家族要因において重要な役割を担

う母親の精神的健康を効果的に改善する解決策はいまだ見出されておらず、特に多くのストレ

スを抱えていると報告されている広汎性発達障害に含まれる自閉症やアスペルガー症候群の

子どもの母親の精神的健康の向上を図る対応が早急に求められている。

　自閉症が行動上の症候群として認められて以来、診断基準はかなり変化してきており

（Fombome，2001；Wing，1993）、アスペルガー症候群の生涯経過についての臨床報告による発達

に関してはさまざまで、月日の経過によるスキルの喪失や青年期における停滞・さらには成人

的においても持続して発達することがみられる（Kanneら1971；Sperly，2001；Tantam，2000；Wblf

＆Goldberg，1986）。自閉症やアスペルガー症候群の子どもはさまざまな経過を示すため多くの
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問題がみられ、これが母親の抱えるストレスを増加させる要因の1つであるかもしれない。

　Richer（1993）が提唱した動因の強さと親子の距離による接近・回避動因的葛藤iという行動学的

概念より親子関係は絶えず変化するなかで母親は幅広い対応が求められる。社会的支援を利用

しやすい母親はストレスに関連する身体的問題やうっ状態の症状が少ない（Gill＆Ha㎡s，1991）

報告があるように幅広い対応を身につけることでストレスを軽減することが可能となる。特に

成長過程において多様な症状や問題を呈する自閉症やアスペルガー症候群の子どもとその母

親では母子関係のバランスが崩れやすくなると考えられる。これに加えて自閉症やアスペルガ

ー症候群により現れる症状が加わり接近や回避の問題がさらに複雑化されている。自閉症児の

親の行動と普通児の親の行動と比較した幾つかの論文によれば、自閉症児の親の行動はより指

示的で、統制的であったこと（Kasari　et　al，1988；Watson，1989）からも母親の療育と子どもの行動

に対する受容のバランスが崩れることで母子関係に悪影響を与えていると考えられる。他の障

害ではてんかん児に対する母親の養育態度に関しては養育の困難さ、幼児期や思春期のてんか

ん児をもつ親を対象とした研究において過保護や過干渉的態度をとることが指摘されており

（Lechtenberg，1984）、自閉症児においても同様の現象が現れているのかもしれない。そこで、母

子間に効果的に介入することで母子関係のバランスを改善し、母親のストレスを軽減するとと

もに対処能力を向上させることがこれらの問題の解決の一助になると考えられた。さらに、こ

れにより家庭内における子どもの効果的な療育に影響を与えるかもしれない。近年は本人や家

族に対して「社会内」での心理社会的治i療の試み（Ma賃hys，1997）が行われており、社会や家族と
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効果的な関係を構築することが重要であり、本研究は母子間に社会的媒体を用いて介入するこ

とによる効果を明らかにすることを目的とした。社会的媒体のなかでも特に動物との交流やコ

ンパニオンアニマルを介しての他者との交流は1種の社会的サポートになることが報告されて

おり、MugfbrdとM’Comisky（1975）は「社会的潤滑油」という言葉を用いて動物が2人の人間の

社会的接触を促進させる現象を説明した。社会的潤滑油となりうる動物のなかでもイヌは最も

我々の生活環境において身近な動物の1種であり、犬種やトレーニングにより各家庭の母子関

係に応じてさまざまな社会的潤滑油として機能することが期待できる。

　以上のことから第3章では、第2章「高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとそ

の母親に対するイヌを用いた発達支援」において、母子関係および母親の精神的健康の改善が

みられたかどうか心理尺度により検討した。また、同年代の健常児とその母親の母子関係およ

び母親の精神的健康を調査し、比較することにより、その効果を明らかにした。
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第2節　方法

2－1　対象者と介在動物

1）対象者

　本研究は第2章の症例4および症例6から症例9とその母親の5組10名に対して実施した。

支援開始時の子どもの年齢は13歳から16歳で平均年齢は15歳であった。支援開始時の母親

の年齢は42歳から51歳で平均年齢は44歳であった。症例4および症例6から症例9を事例1

から事例5と設定し、子どもの詳細をTable3－1に示し、母親の詳細をTable3－2に示した。研究

に対するインフォームドコンセントは対象者とその母親・障害者支援センターの責任者に対し

て十分に行った。

Case　　Age（years）　Gender Disorders IQ

1

1
　
1
　
1
　
1
1
　
1

Male

Male

Female

Male

Male

Asperger’s　Syndrome

Pervasive　Developmental　Disorders・Mental　RetardatiG

Asperger，s　Syndrome

Asperger，s　Syndrome

Asperger’s　Syndrome

　70

70～80

un㎞own

　lO8

un㎞own

Table3－1　　Charactehstics　ofthe　participants
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　　　　　　　　　　　　　　　　Case，　Age（years）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　51

　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　42

　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　43

　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　42

　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　42

　　　　　　　　　Table3－2　Characteristics　of　the　participant’s　mothers

2）コントロール群

　コントロール群は普通学級に通学する健常児とその母親の10組20名とした。研究に対する

インフォームドコンセントは子どもとその母親に対して十分に行われた。子どもは男性6名と

女性4名から構成されており、調査時の年齢は13歳から17歳で平均年齢は15．3歳であった。

調査時の母親の年齢は38歳から45歳で平均年齢は41．3歳であった。コントロール群は相模原

市内の中学校あるいは高校よりランダムに抽出し、心理尺度への記入を依頼した。コントロー

ル群の子どもの詳細をTable3－3に示し、母親の詳細をTable3－4に示した。
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Case Age(years) Gender

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

15

15

16

16

17

17

14

14

14

15

Male

Male

Male

Male

Male

Male

Female

Male

Male

Male

Table3-3 Characteristics of the children (control group)

Case Age(years)

'fable3-4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

38

43

40

45

43

40

39

37

43

45

Characteristics ofthe children' mother (control group)
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3）介在動物

　用いた動物は第2章と同じであった。

2－2　実験手順および調査方法

1）実験手順

　実験場所および実施期間は第2章と同じであった。援助者は障害者支援センターの職員から

各対象者とその母親の母子間における問題を事前に聴取し、対象者および母親の面接により家

庭内における相互関係の具体的な問題を明らかにした。対象者と母親の2者間に対して援助者

が介入し、イヌを介在した共同課題を解決することで母子間の問題の改善を図った。また、母

親と援助者の2者間で課題の解決が行われた。母親と援助者の2者間における面接において対

象者の支援環境および生活環境における変化を調査し、改善されていない問題についての対処

方法を議論した。また、対象者と援助者の2者間での面接において母子関係および生活環境に

おける問題を議論し、その解決方法を模索した。

3）　調査方法

　本研究ではイヌを介在した母子支援を行い、心理尺度によりその効果を検討した。心理尺度

は支援開始前（事前調査：pretest　score）と支援終了後（事後調査：pos賃est　score）の2回実施し・そ

の前後の変化についてコントロール群との違いを比較した。

i）PCR（Parent－Child　Relationship）親子関係診断検査

　母子関係を検討するためにPCR（Parent－Child　Relationship）親子関係診断検査を用いた・この尺
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度は親子の関係を1）過保護的・干渉的態度、2）許容的・寛容的態度、3）感情的態度、4）親和的・

民主的態度の4因子から分析し、親子関係における一致性とズレを測定した。PCR親子関係診

断検査はA型：子ども型式の問題を子どもに聞くとB型：親型式の問題を親に聞く、C型：子

ども型式の問題を親に聞くという3種類があり、本研究ではA型およびC型を用いて親子関

係における一致性とズレを測定した。この尺度は一5から＋5の得点を普通とし、一15以下ま

たは＋15以上の得点を問題あり、それ以外の得点を普通および問題ありの境界域とした。

五）SUBI（The　Subjective　Well－being　Inventory）

　母親の精神的健康査を検討するためにSUBI（The　S呵ective　Well－being　Inventory）が用いられ

た。この尺度は主観的幸福感を構成する心の健康度（陽性感情）および心の疲労度（陰性感情）の2

つから構成され、心の健康状態、人間関係や身体の健康度など、精神生活を総合的に評価でき

る自己回答形式の質問紙である。心の健康度では42点以上が十分な心の健康が得られており、

31点未満が心の健康が不足していることを示している。心の疲労度では48点未満において問

題がみられ、43点未満において心の疲労度において注意が必要であることを示している。
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第3節　結果

3－1　コントロール群の心理尺度の結果

　コントロール群における10組の母子関係に対するPCR親子関係診断検査の得点と10名の

母親のSUBIの得点の平均値を算出した。これを各対象者とその母親における母子間の得点お

よび母親における精神的健康の得点と比較した。

1）PCR親子診断検査の結果

　　コントロール群のPCR親子診断検査の得点をTable3－5に示した。過保護的・干渉的態度に

おいてわずかに高い得点を示したが許容的・寛容的態度と感情的態度、親和的・民主的態度に

おいて問題はみられなかった。また、4因子の総合においても問題はみられなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Score

　　　　　　　　　　　　　過保護的・干渉的的態度　　5！7

　　　　　　　　　　　　　許容的・寛容的態度　　　　3

　　　　　　　　　　　　　感情的態度　　　　　　　　0．1

　　　　　　　　　　　　　親和的・民主的態度　　　　0．6

　　　　　　　　　　　　　総合　　　　　　　　　　　3

　　　　　　Table3－5　　Control　group’s　average　scores　on　the　Parent－Child　Relationship

2）SUBIの結果

　　コントロール群のSUBIの得点をTable3－6に示した。心の健康度の得点がわずかに低かっ

たが、心の疲労度に問題はみられなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Score

　　　　　　　　　　　　　　　　心の健康度　　40．8

　　　　　　　　　　　　　　　　心の疲労度　　　50

　　　　Table3－6　　ControI　group’s　average　scores　on　the　Sutj　ective　Wb11－being　Inventory
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3－2　各事例における心理尺度の結果

1）PCR親子診断検査の結果

　各事例のPCR親子診断検査の結果をTable3－7に示した。支援開始前はコントロール群と比

較して全ての項目において著しく得点が高く、母子間のバランスに問題があった。5事例のう

ち4事例において明らかな改善がみられた。事例2は問題がみられた感情的態度において正常

への改善がみられたが、その他の項目は境界域内で変化したのみであった。しかし、問題のみ

られた4因子の総合では普通の母子関係に近い値まで大きく改善がみられた。事例3は問題が

みられていた許容的・寛容的態度と親和的・民主的態度において普通への改善がみられ、感情

的態度においても改善がみられた。また、問題がみられた4因子の総合においても普通への改

善がみられた。事例4は問題がみられた親和的・民主的態度において普通への改善がみられ、

境界域内にあった感情的態度は普通への改善がみられた。問題がみられた4因子の総合におい

ても普通への大きな改善がみられた。事例5は許容的・寛容的態度と親和的・民主的態度に変

化がみられなかったものの境界域内にあった感情的態度は普通への改善がみられた。一方で事

例1は全4項目において改善がみられず、4因子の総合においても改善はみられなかった。
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1 2 3 4

Pre　　Post　　　　Pre　　Post　　　　Pre　　Post　　　　Pre　　Post

5

Pre　Post

過保護的・干渉的的態度　10　20

許容的・寛容的態度　　　19　22

感情的態度　　　　　　　21　20

親和的・民主的態度　　　27　21

総合　　　　　　　　　　18　22

17　　11

6　　－9

16　　5

23　　17

20　　7

10　　－2

20　　5

15　　8

23　　5

21　　4

0　　　2　　　　－2

－23　　－10　　　　14

－11　　－5　　　　－10

－17　　4　　　　11

－21　　－4　　　　4

一
　
－
　
一
　
－

5

　　　　　Table3－7　The　scores　ofeach　Child－Mother　on　the　Parent－Child　Relationship

2）SUBIの結果

　各事例のSUBIの結果をTable3－8に示した。支援開始前はコントロール群と比較して心の健

康度において事例2と：事例3、：事例5において得点が低く、心の疲労度においては事例3と事

例4、事例5において得点が低かった。心の健康において事例4を除く4事例が十分な心の健

康を得られていなかった。また、心の疲高度においては事例1を除く4事例において問題がみ

られ、特に事例3および4においては心の疲労度において注意が必要であった。支援終了後は

心の健康度において事例3の問題が改善され、事例4に得点の増加がみられた。一方で他の3

：事例の得点に変化はみられなかった。心の疲労度においては事例1除く4事例において得点が

改善された。
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Pre

1

Post Pre

2

Post Pre

3

Post Pre

4

Post Pre

5

Post

心の健康度

心の疲労度
1
2
」

0
ご
」

4
1
0

4
、
凸
∠

つ
」
く
ゾ

0
／
7

【
∠
3

ζ
」
つ
」

【
」
4
．

1
0
7
」

4
．
4
．

8
4
．

∩
∠
4

0
ノ
凸
U

（
∠
《
」

Table3－8 Each　Mother，s　scores　on　the　S呵ective　W611－being　Inventory
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第4節　考察

　PCR親子関係診断尺度においてコントロール群10組に問題がみられないのに対して、高機

能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親5組において過保護的・干渉的態度と

教養的・寛容的態度、感情的態度、親和的・民主的態度、4要因の総合の全ての項目において

母子関係に大きな問題がみられた。高機能自閉症およびアスペルガー症候群の療育において母

親は中心症状や生活環境の問題に幅広く対応する重要な役割になっている。それと同時に高機

能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもの不安や緊張に対する行動および言語による感

情表出の対象となるため母子関係は大きな変化を示すと考えられる。これは自閉症の子どもの

母親はダウン症の子どもや典型的な発達遅延の子どもの母親より育児能力や夫婦間の交流、家

族の順応性が少ないという報告（Roddgue，1966）や自閉症児の親の行動と普通児の親の行動を

比較した幾つかの論文によれば、自閉症児の親の行動がより指示的で、統制的であったという

報告（Kasari　et　al，1988；W訂tson，1989）と関連していると考えられる。生活環境では母子間におい

て目標設定は行われる一方で、その目標への到達過程は子どもと母親の間で大きく異なる。そ

のため、目標に対する到達過程の方法の違いが母子間に大きなズレを生じさせる原因になると

考えられる。特に高機能自閉症およびアスペルガー症候群においては相互的な社会関係、コミ

ュニケーション、限局した反復的な行動という主症状があることにより、母子間における到達

過程に大きな違いが生じると考えられる。子どもとその母親の2者間がイヌを介在した課題を

解決する過程で2者間に明確な目標が設定され、到達過程までの計画を2者間で設定し、実行
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する必要がある。課題の解決過程においてイヌの反応は子どもと母親の2者間に対する重要な

視覚的指標となる。また、生活環境では目標の到達過程において母親から対象者に対する助言

や指導が多くの割合を占めるが、子どもがイヌに対する知識を学習することで母親への助言や

指導が可能となる。これを母親が受容することで子どもの自己役割が明確となり、自己評価の

向上に影響を与えると考えられる。さらに、母親はイヌを介在した課題を行うことで子どもの

生活技能能力を高い頻度で確認することが可能となり、生活環境での対処技能の向上に影響を

与えると考えられる。これにより子どもと母親の2者間における相互理解の著しい向上を生み

出し、5事例のうち4事例において母子関係が改善されたと考えられる。5事例のうち1事例

においては改善がみられなかった。事例1は母子間における問題が報告されていない。しかし、

PCR親子関係診断検査においては母子間に問題がみられているため、子どもと母親の2者間に

内在している問題を明らかにし、改善する必要があると考えられる。

　SUBIではコントロール群の母親10名に問題がみられないのに対して5事例のうち3事例に

おいて心の健康度あるいは心の疲労度に問題がみられた。特に心の健康度（陽性感情）と心の疲

労度（陰性感情）は主観的幸福を構成する因子であり、これらが低下することにより抑うつ状態

といった否定的な健康結果に影響を与える。本研究では5事例のうち4事例において改善がみ

られた。心の健康度では事例3と事例4に得点の増加がみられ、心の疲労度では事例1を除く

4事例において得点の改善がみられた。第2章におけるCBCLの数値の改善は子どもの行動に

おける改善を示し、第3章におけるPCR親子関係診断検査における改善は母子間における改
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善を示すことから療育における負担を軽減し、母親の主観的幸福の改善に影響を与えたと考え

られる。また、イヌを介在した課題の解決が子どもに対する障害受容および子ども本人への理

解を向上させ、対処技能に影響を与えることで精神的健康を改善する一助になることが考えら

れた。心の健康度および心の疲労度の両項目において変化がみられなかった事例1は高い得点

を示しており、維持していくことが必要であると考えられる。

　以上のことから高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親に対するイヌ

を介在した発達支援は母子関係および母親の精神的健康の改善に有用であることが示唆され

た。従来の多くの動物介在療法や動物介在活動は対象者と援助者の2者間に動物が介在する。

しかし、これに家族を加えることにより得られた効果の生活環境への円滑な移行が可能となる

と考えられ、今後さらなる研究が必要であると考えられる。
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第5節　結論

　PCR親子関係診断検査では5事例のうち4事例に得点の改善がみられた。また、　SUBIでは

心の健康度で2事例に改善がみられ、心の疲労度では5事例のうち4事例に得点の改善がみら

れた。これにより、高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親に対するイヌ

を介在した発達支援は母子関係の改善に有用であることが示唆された。さらに、母子関係の改

善が家庭内における母親の療育負担を軽減することで、母親の主観的幸福の改善に影響を与え

たことが示唆された。これにより高機能自閉症またはアスペルガー症候群の成長過程における

問題の解決の一助となる可能性が考えられた。また、療育において重要な役割を担う母親の生

活環境での生活の質や精神的健康の向上はイヌを介在した発達支援における新たな役割とな

る可能性があると考えられる。さらに、子どもと援助者の2者間にイヌを介在し、母親を加え

た3者間で子どもおよび母子間での問題を明らかにすることはその効果をより円滑に生活環境

に移行させることに有用であると考えられる。イヌを介在した課題の解決は母親の障害受容お

よび子ども本人への理解を向上させ、母親が対処能力を獲得あるいは改善することで、子ども

に自己役割を獲得させ、自己評価を向上させることが可能となる。これを応用することにより

医療および福祉現場での生活支援に効果をもたらすことが期待される。
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第4章　総合考察

　「イヌの生体および行動」は自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者の2者間にお

ける関係を構築するための「社会的潤滑油」となり、生活技能の獲得あるいは改善における「動

機付け」して作用することが示された。また、「イヌの生体および行動」は子どもに対して「新規

刺激」として作用し、これに対応することが対処技能を含む生活技能の獲得の一助になること

が明らかとなった。さらに、イヌの介在は、母親および援助者が子どもの心的状態による言動

や行動を受容する一助となる。イヌと援助者および母親が肯定的受容を示す環境は行動の形成

に有用であり、形成過程を確認することで目的としない行動の形成を排除することが可能とな

る。特に子どもの行動に対するイヌの反応は視覚的に明確であり、行動の形成の一助になると

考えられる。子どもが行動を形成し、肯定的に受容されることによる達成感は、子どもの自己

評価の向上に大きく影響を与えることが示唆された。さらに、支援過程における子どもとイヌ

の関わりは子どもの心的状態に大きく左右されることから、自己感情の表出が不十分な子ども

における心的状態の把握の一助となることが考えられた。

　第1章の心理尺度および行動観察における効果の検討では、獲得あるいは改善された生活技

能の生活環境への円滑な移行と生活環境における問題の抜本的な解決の2点において十分な効

果が得られなかった。そこで、第2章および第3章では自閉症またはアスペルガー症候群の子

どもと援助者に生活環境での療育に重要な役割を担う母親を加えた3者間においてイヌを介在

した発達支援を行うことで、得られた効果を生活環境へ円滑に移行させ、各子どもの生活環境
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における問題の解決を図った。第2章の結果から、イヌは高機能自閉症またはアスペルガー症

候群の子どもと援助者の2者間のみならず、母親との3者間に「社会的潤滑油」として作用し、

3者間の関係を構築することが明らかとなった。また、子どもの生活技能の獲得あるいは改善

に加えて母親の生活環境における対処技能の獲得および向上に「動機付け」として作用するこ

とが明らかとなった。環境が安全で否定的でないものとして受け入ることは他の社会的場面に

て獲得される自信の移行に作用しているとの報告（Burgon，2003）にあるように、子どもの言動や

行動に対するイヌと援助者および母親の肯定的な受容が各子どもの自己評価を著しく向上さ

せ、生活環境での生活の質の向上に影響を与えたことが考えられる。また、「社会的潤滑油」の

役割を母親が担い、生活環境におけるネットワークの拡大することで各子どもと学校との連携

が高まり、4症例の復学と2症例の進学、2症例の学校生活への適応が可能になったと考えら

れる。以上のことから、高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親に対する

イヌを用いた発達支援は治療および療育、支援により得られた効果を生活環境へ移行させる有

用な一助になりうることが示唆された。

　第3章の結果から、子どもとその母親の母子関係および母親の精神的健康は子どもの発達支

援において極めて重要であると考えられる。高機能自閉症およびアスペルガー症候群における

相互的な社会関係およびコミュニケーションの質的障害と限局した反復的な行動という3主症

状は、母子間の共通した目標に対する到達過程に大きな違いを生じさせる要因となる。子ども

と母親がイヌを介在した課題により、明確な目標に到達するための計画とその実行を行うこと
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は、子どもと母親に自己役割を与える。これにより、子どもの自己評価と母親の子どもへの対

処技能が向上し、生活環境における問題の解決過程を確立する一助になると考えられる。また、

イヌを介在した課題の解決における計画とその実行は、母親が子どもの障害を受容し、子ども

本人への理解を深めることに有用であると考えられる。母親が対処技能を向上させ、子どもの

障害の受容と子ども本人への理解が深まることは、生活環境における母親の療育に対する負担

を軽減し、精神的健康を改善する一助になることが考えられた。以上のことから高機能自閉症

またはアスペルガー症候群の子どもとその母親に対するイヌを介在した発達支援は母子関係

および母親の精神的健康の改善に有用であることが示唆された。

　上述したようにイヌの「社会的潤滑油」および「動機付け」の双方の役割は、子どもと援助者に

母親を加えた3者間に「社会的潤滑油」として作用し、子どもの生活技能の獲得あるいは改善に

加えて母親の生活環境における対処技能の獲得および向上に「動機付け」として作用すること

が明らかとなった。子どもと母親の2者間がイヌを介在した経験および話題を共有することは、

「社会的潤滑油」の役割として生活環境での問題の解決に作用すると考えられる。支援環境にお

ける母親の子ども本人に対する理解の向上は、子どもに適した問題の解決方法を選択する一助

となり、社会的資源の有効な利用を可能とすると考えられる。また、子どもは母親に対して自

己感情を言語により示すことが可能になったことで、子どもと母親の2者間における意思伝達

が円滑になると考えられる。そのため、治療および療育、支援により得られた効果を子どもと

母親の2者間により応用することで子どもの生活環境への適応が期待される。しかし・実際に
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は療育の役割を担う人間は様々であり、母親以外の場合も有りうる。本研究の成果は様々なケ

ースに応用することが可能であり、汎用性は高いと考えられる。

　本研究の成果をふまえ、プログラム例を提示したい。対象者はアスペルガー症候群の13歳

の男児とする。この男児は小学校の普通学級においてクラスメイトおよび教師との関係悪化か

ら不登校になり、11歳の時に病院に受診し、アスペルガー症候群との診断を受けた。現在は中

学校に通学しておらず、情緒障害児学級への通学を検討している。まず、対象者の利用する障

害者支援センターより現在の対象者の心的状態および問題を聴取する。それと同時に母親との

面接を行い、生活環境での問題や母子関係を調査し、支援環境における母親の介入方法を検討

する。この例においては母親の対象者に対する過保護的態度がみられることとする。次に対象

者およびその母親と担当医師または障害者支援センターの責任者に対して本支援のインフォ

ームドコンセントを十分に行い、支援の実施における了解を得る。支援環境において対象者に

イヌとの接し方を指導すると同時に援助者に対する不安や緊張の状態を確認し、母親との関わ

りについて調査を行う。この際に母親の過保護的な干渉が強い場合には対象者の分離による不

安を考慮しながら徐々に距離を離していく。この場合、母親の介入を行う前に、イヌを介在し

た課題解決を行うことで対象者の自発的な感情表出や自己評価の向上、生活技能の向上を図る。

この対象者の場合、クラスメイトや教師との関係悪化が不登校の原因であるために言語による

感情伝達に加え、イヌに対する行動の配慮、援助者の行動の配慮を向上させていく。これによ

り自己欲求を充足させるコミュニケーションを抑制し、対人の会話の聴取とそれに対する応答
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技術を向上させる。対象者のイヌに対して自己欲求を充足させる行動はイヌの非受容的な反応

を発現させ、回避行動が対象者に対する視覚的指標として現れる。ここで対象者の自己欲求が

充足されなくなるため、対象者は自己欲求を抑制しイヌの受容的反応を発現させる行動を起こ

し、イヌが受容的な行動を示すことにより達成感の獲得に至り、対象者はイヌの反応に対して

配慮がみられるようになる。また、イヌの受容的反応が現れない場合に課題を共有している援

助者に対して自己感情を伝達し、これを援助者が受容することで対象者の言語による感情を強

化することが可能である。生活環境において周囲の人間から受容的反応が得られず、自己感情

を円滑に伝達できなかった対象者において一連の結果は自己評価の向上に影響を与える。さら

に、イヌと散歩する際に対象者およびイヌの安全を確保するためにイヌの行動を本例が制御す

ることにより、注意の持続時間が改善される。対象者自らがイヌに新しい行動を形成させるこ

とは重要な課題であり、イヌに行動を形成させる過程を本例自らが建設的に計画することで、

生活環境における問題に対して建設的に計画を作成し、対応することが可能となる。イヌの行

動の他にイヌのフードや玩具を本例自らが購入することにより金銭管理を学習させ、他の援助

者に対象者自らイヌの説明を行うことにより、生活環境での自己欲求の抑制や他者との関係に

留意したコミュニケーションが可能となる。ここで母親を介入させ、対象者の課題解決による

生活技能の獲得あるいは改善を視覚的に認識することにより、対象者に対する障害受容および

理解の再構築を図ることが可能となり、対象者の対処および自己解決能力を再確認させること

で母親の過保護的な干渉を減少させることが可能である。対象者と母親の2者間においてイヌ
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を介在した課題解決を行うことにより、対象者と母親の共通した目的への到達過程が得られる

ことでお互いの意見交換が可能となり、これらが生活環境へと移行する。母子が共同してイヌ

に新しい行動を形成させるためには、対象者から母親に対するイヌの個体の特徴や現在までに

学習している行動を伝達することが必要であり、これにより母親は対象者の言動および行動を

受容する必要がある。生活環境において過保護的な干渉を受けていた対象者にとって、母親の

受容的反応は重要となり、これが生活環境での母子間における問題の解決に作用する。また、

課題を共有することにより、母親の意思を対象者に正確に伝達する必要が生じるため、母親の

対象者に対する意思伝達の技能の向上に繋がる。これにより生活環境における問題の出現に対

する対処方法が確立される。さらに、支援環境と生活環境を交互に体験することで生活環境に

おいて出現した問題に対してイヌを共有の媒介として再検討することが可能となり、問題の早

期解決に繋がる。支援環境ではイヌを媒介として用い、第3章にみられるように生活環境では

母親が対象者の社会的潤滑油の役割を担うことで、学校と対象者の間への母親の介入方法が明

確化され、中学校の通学に対する検討が円滑に行われることで学校への早期復学が可能になる

と考えられる。
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要約

　広汎性発達障害（Pervasive　Developmental　Disorder）に分類される自閉症（Autism）やアスペルガ

ー症候群（Asperger’s　Syndrome）、高機能自閉症（High　Functioning　Autism）の有病率は増加傾向にあ

り、早急な対応が求められている。現在は薬物療法や行動療法、自立および生活支援の3手法

が行われているが、その効果は十分ではない。その主な原因として、相互的な社会関係の質的

障害があげられる。この質的障害が本障害の子どもと援助者の関係構築を阻害し、各手法の効

果を減少させている。また、本障害の子どもは対人関係技能が未熟であり、自己評価の低下や

抑うつ状態の原因となる。対人関係技能を含む生活技能の獲得は本障害の社会適応に有効とさ

れており、生活技能の獲得あるいは改善は不良な予後の抑制および改善の一助になると考えら

れる。また、獲得あるいは改善した生活技能の生活環境への移行は対人および環境への適応に

おいて重要であり、近年の障害者支援における大きな課題の1つである。近年は、家庭内での

療育の中心的役割を果たす母親が子どもの療育において深刻な身体的および精神的負担を抱

えていることが報告されている。そのため、母親に対する支援を行い、療育における負担を減

少させる必要がある。これらの問題を解決するためには、本障害の子どもと援助者あるいは母

親との関係を構築するための「社会的潤滑油」と子どもが生活技能を獲得および改善するため

の「動機付け」が必要となる。

　動物が「社会的潤滑油」と「動機付け」の双方の役割を持つことは多くの研究において報告さ

れている。そのため、本研究では本障害の子どもと援助者あるいは母親との関係の構築と子ど
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もの生活技能の獲得あるいは改善とそれらの生活環境への移行を図ることを目的とし、イヌを

介在した発達支援を行い、その効果を検討した。本障害の子どもが社会性を持つといったイヌ

本来の特性を視覚的に認識することで、生活技能の獲得あるいは改善の一助となると考えられ

る。さらに、犬種別の特性やイヌのトレーニングによる短期間での行動形成は本障害の多岐に

わたる問題へ対応することが可能である。イヌは他の介在動物と比較して日常的な対応や観察

が可能であり、飼育および衛生管理の側面で実践における汎用性に優れていると考えられる。

　そこで、本研究では第1章で、支援環境における自閉症またはアスペルガー症候群の子ども

と援助者の2者間にイヌを介在し、イヌとの触れ合いにおいて生活環境での精神的健康の向上

と生活技能の獲得あるいは改善を図り、その効果を心理尺度および行動観察により検討した。

第2章では、自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者に生活環境の療育において重

要な役割を担う母親を加えた3者間においてイヌを介在した発達支援を行い、子どもの生活環

境における精神的健康の向上と獲得あるいは改善された生活技能の円滑な移行を図り、その効

果を心理尺度および行動観察により検討した。生活技能を円滑に移行し、生活環境の対人およ

び環境に適応するためには、生活環境における良好な母子関係と療育者である母親の精神的健

康の維持が必要である。そこで、第3章では、第2章の支援において母子関係と母親の精神的

健康の改善がみられたかどうかを心理尺度により検討した。
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第1章　広汎性発達障害児に対するイヌを用いた発達支援の実践

　本章では自閉症またはアスペルガー症候群の子ども5症例に対して6ヶ月間で12回にわた

り子どもと援助者の2者間に過去の研究報告に基づき、イヌを「社会的潤滑油」および「動機付

け」として用いてイヌと触れ合うことによる発達支援を実践し、生活環境での精神的健康の向

上と生活技能の獲得あるいは改善における効果を子どもの行動チェックリスト（Child　Behavior

Check　List：CBCL）／4－18および行動観察により検討した。その結果、　CBCLでは支援前後の得点

が5症例のうち4症例で改善した。行動観察では全5症例にイヌへのコマンドや接触の反復と

いった機械的な関わりが自発的で情緒的な関わりへと変化した。また、対象者から援助者ある

いは母親に対する一方的なコミュニケーションが、相互的なコミュニケーションへと変化した。

さらに、低下していた自己評価が向上し、生活環境における意欲の増加が報告された。各対象

者のイヌへのコマンドや接触の反復といった機械的な関わりと配慮の欠如した行動は、イヌの

忌避反応を発現させた。各対象者はイヌの忌避反応を視覚的に認識し、イヌの肯定的受容を得

るために行動を変化させたと考えられる。そのため、イヌの肯定的受容は各対象者に達成感を

与え、これが「動機付け」として作用すると考えられた。また、対象者と援助者が経験や話題を

共有することは関係を構築する一助になると考えられる。さらに、各対象者の支援環境におけ

る自己役割を明確にすることが、自己評価の向上に影響を与えたと考えられた。本支i援におけ

る行動の改善および自己評価の向上はCBCLの改善に影響を与えたと考えられ、自閉症および

アスペルガー症候群に対するイヌを介在した支援の導入による有用性が示唆された。一方で、
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本章における生活技能の獲得あるいは改善が生活環境に円滑に移行するまでには至らず、さら

なるイヌを介在した支援方法の検討が必要であった。
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第2章　広汎性発達障害児とその母親に対するイヌを用いた発達支援に関する研究

　高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者に生活環境の療育において重要

な役割を担う母親を加えた3者間においてイヌを介在した発達支援を実践した。第2章では子

どもの生活環境における精神的健康の向上と獲得あるいは改善された生活技能の円滑な移行

を図ることを目的とし、その効果をCBCLおよび行動観察により検討した。対象は第1章の5

症例に4症例を加えた9症例とし、12回から46回の長期的な支援を行った。

　その結果、CBCLでは支援前後の得点が9症例のうち7症例で改善した。行動観察では全9

症例において援助者および母親に対する自己感情の表出方法が非言語から言語へと変化し、円

滑なコミュニケーションが可能となった。また、4症例の復学と2症例の進学、2症例の学校

生活への適応が報告されたことから自己評価が向上したと考えられる。対象者が言語を用いて

イヌと関わるなかで、イヌの肯定的受容は「動機付け」として対象者の言語による自己感情の表

出を促進すると考えられる。また、援助者および母親が対象者の言語による感情表出に肯定的

受容を示すことで、対象者の自己評価の向上に影響を与えたと考えられる。対象者と援助者に

母親を加えた3下間における本支援により、対象者と母親が目標とその達成課程を共有するこ

とで母親の対象者に対する障害受容および対象者への理解と対処技能を向上させる一助にな

ると考えられる。

　以上のことから高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者の2者間に母親を

加えた3者間におけるイヌを介在した発達支援は支援環境のみならず生活環境における効果的
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な生活技能の獲得あるいは改善と自己評価の向上に影響を与えることが示唆された。
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第3章　イヌを用いた発達支援による母子間および母親への効果に関する研究

　第3章では第2章で対象とした子どもの生活環境での療育において重要な役割を担う母親に

焦点を置き、高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親の母子関係の改善お

よび母親の精神的健康の改善を図ることを目的とし、イヌを用いた母子支援を行い、母子関係

と母親の精神的健康をPCR（Parent－Child　Relationship）親子関係診断検査およびSUBI（The

S呵ective　Wdl－being　Inventory）によりその効果を検討した。対象は第2章の5事例とその母親

であった。

　その結果、PCR親子関係診断検査では全5事例の母子関係の得点に問題がみられたが、その

うち4事例で母子関係の得点が改善された。また、5事例のうち4事例において母親の精神的

健康における問題の得点が増加し、改善がみられた。子どもと母親の2者間にイヌが介在する

ことで双方の自己役割が明確となり、子どもに対する母親の障害受容および子ども本人への理

解とともに、母親の対処技能の向上に作用したと考えられる。これは、第2章の各対象者の

CBCLの得点の改善に関連しており、母親が生活環境における社会的資源を活用する一助にな

ると考えられる。これより高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親に対す

るイヌを介在した発達支援は母子関係および母親の精神的健康の改善に有用であることが示

唆された。
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